
第８７６回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年２月１０日（水）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８７５回教育委員会会議録の承認について

４ 第８７６回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）検定中の教科書閲覧問題について （義 務 教 育 課）

６ 専決処分報告

（１）第３５５回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

７ 議事

第１号議案 宮城県指定文化財の指定について （文化財保護課）

８ 課長報告等

（１）平成２８年度宮城県公立高等学校入学者選抜前期選抜等実施状況について （高 校 教 育 課）

（２）みやぎ防災教育副読本「未来への絆」の作成について （スポーツ健康課）

（３）平成２７年度学校保健統計調査の結果（速報）について （スポーツ健康課）

（４）みやぎ総文２０１７・南東北インターハイ開催５００日前ＰＲイベントの概要について

（全国高校総体推進室・全国高校総合文化祭推進室）

（５）「特別史跡多賀城跡附寺跡整備基本計画」の策定について （文化財保護課）

９ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）平成２８年度県立中学校の入学者選抜結果について （高 校 教 育 課）

（３）平成２８年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

（４）宮城県図書館講演会 イギリスの絵本作家 エミリー・グラヴェット氏 （生 涯 学 習 課）

講演会「絵に生きる」の開催について

（５）宮城県美術館特別展「レオナルド・ダヴィンチと『アンギアーリの戦い』展の （生 涯 学 習 課）

開催について

（６）東北歴史博物館企画展「秩父宮記念スポーツ博物館巡回展」の開催について（文化財保護課）

１０ 次回教育委員会の開催日程について

１１ 閉 会 宣 言



教育長報告（１）

検定中の教科書閲覧問題について

１ 事案の概要と経緯

（１）概要について
教科書会社が検定中の教科書を教員等に見せて意見を聞き，謝礼を渡していた問題で，文科

省は，各社の自己点検結果を１月２２日に公表した。その結果，小・中学校の教科書を発行す
る２２社のうち，１２社が検定中の教科書を教員等に見せており，１０社が数千円から５万円
の現金等を教員等に渡していたこと，加えて，事案が全国の都道府県に及んでいることが明ら
かになった。
文科省はその結果を受け，１月２８日に，全国の都道府県教育委員会に対して，該当者の個

別情報を通知するとともに，その正誤等を確認するように指示をした。

（表１）事案件数及び該当者数

教科書会社による自己点検結果の事案分類 全 国 宮城県

対価を伴わず，申請本を教員等に閲覧さ
９社

９７０件
０社

０件
せて意見を聴取した事案 １，１５１人 ０人

申請本を教員等に閲覧させた上で意見等
１０社

１，０７９件
２社

４２件
の対価を支払った事案 ３，９９６人 ４２人

その他，採択勧誘との疑念を生じさせる
１社

－
０社

０件
形で金品を支払った事案 １０人 ０人

（２）本事案に係る一連の経緯について
（表２）

月 日 内 容

１２月４日（金）
①三省堂（東京）が小・中学校の校長らに検定中の教科書を見せて謝礼を
渡していた問題が発覚

②三省堂（東京）が文科省へ「26都府県の校長ら計53人が関与していた」

１２月７日（月）
ことを，報告

③文科省は，三省堂を除く教科書発行者全21社へ，平成28年１月20日まで
に自己点検・検証の結果を報告するように求めた

１月 ８日（金）
④東京書籍も教員ら約30人に検定中の中学の教科書を見せ，謝礼として現
金１万円を渡していたことを，文科省に報告

１月２０日（水）
⑤全ての教科書会社が，同様の案件の有無に係る「自己点検結果」を文科
省へ報告

⑥当日朝に，文科省より，「教科書会社の『自己点検結果』を報道関係へ発

１月２２日（金）
表する」との連絡を，報道発表資料（別添資料）とともに受ける。

⑦また，25日（月）以降，「該当者がいる都道府県へ個別情報を送付する」
との通知を受ける。

⑧文科省より，本県について「該当者がいること」と「教科書会社の自己
１月２８日（木） 点検結果（本県分）」について情報提供を受ける。また，本県分について

「提供情報の正誤を確認するよう指示」を受ける。
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※ 1 本概要は、現時点までの発行者の自己点検・検証の報告結果を取りまとめたものである。
※ 2 人数は、当該事案の対象となった教員等の合計であり、対価・金品を受け取った人数を意

味するものではない（関係教委等と連携して詳細の状況を把握する予定）。

※ 2

教科書発行者による自己点検・検証について

平成２８年１月２２日

文部科学省初等中等教育局

経緯

教科書発行者である三省堂が、平成２６年８月に開催した「編集会議」

において、外部への流出が禁止されている検定申請本の内容を教員等に

閲覧させた上で意見を聴き、その謝礼として編集手当（５万円）を支払っ

ていた事案が発覚したことを受けて、関係の教育委員会と連携して、当

該事案の詳細について調査を進めるとともに、

義務教育諸学校用の教科書を発行する他の発行者に対しても、同様の

行為を行った事案がないかどうかについて、自己点検・検証を行った上

で、１月２０日までに報告するよう求めていたところ。

報告結果の概要 ※ 1

◇対象：義務教育諸学校用の教科書を発行する発行者 計２１社

・１２月７日に既に報告書の提出があった三省堂を含めると計２２社

◇申請本の教員等への閲覧行為が確認された発行者（三省堂を含む）１２社

東京書籍、大日本図書、開隆堂出版、学校図書、教育出版、教育芸術社、

光村図書出版、啓林館、数研出版、日本文教出版、育鵬社、（三省堂）

【類型別】

○対価を伴わず、申請本を教員等に閲覧させて意見を聴取した事案

： ９社（0,970 件・1,151人）

○申請本を教員等に閲覧させた上で意見聴取等の対価を支払った事案

：１０社（1,079 件・3,996 人）※ 2

◇上記以外で採択勧誘との疑念を生じさせる形で金品を支払った事案

： １社（,10人）※ 2
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○ 発行者ごとの概要

［ 概要の分類 ］

①対価を伴わず、申請本を教員等に閲覧させて意見を聴取した事案

②申請本を教員等に閲覧させた上で意見聴取等の対価を支払った事案

③上記以外で採択勧誘との疑念を生じさせる形で金品を支払った事案

＜東京書籍＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：国語、書写、社会、地図、算数、理科、生活、図画工作、音楽、家庭、保健
・中学校：国語、書写、社会、地図、数学、理科、保健体育、技術・家庭、英語

（件数）①17件・24名 ②691件・2,245名 ③０件

＜大日本図書＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：算数、理科、生活、保健
・中学校：理科、数学、保健体育

（件数）①19件・42名 ②28件・83名 ③０件

＜開隆堂＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：図画工作、家庭
・中学校：美術、技術・家庭、英語

（件数）①47件・185名 ②０件 ③０件

＜学校図書＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：国語、書写、算数、理科、生活
・中学校：国語、書写、数学、理科、英語

（件数）①534件・537名 ②20件・20名 ③０件

＜教育出版＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：国語、書写、社会、算数、理科、生活、音楽
・中学校：国語、書写、社会、数学、理科、音楽、英語

（件数）①０件 ②247件・1,094名 ③０件
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＜教育芸術社＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：音楽
・中学校：音楽

（件数）①19件・19名 ②１件・５名 ③０件

＜光村図書＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：国語、書写、社会、生活
・中学校：国語、書写、美術、英語

（件数）①０件 ②63件・463名 ③０件

＜啓林館＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：算数、理科、生活
・中学校：数学、理科

（件数）①27件・28名 ②４件・４名 ③０件

＜数研出版＞

（年度）H22年度、H24年度、H25年度、H26年度

（教科）中学校：数学

（件数）①265件・265名 ②16件・17名 ③10件・10名

＜日本文教出版＞

（年度）H21年度、H22年度、H25年度、H26年度

（教科）
・小学校：図画工作
・中学校：社会

（件数）①７件・16名 ②２件・12名 ③０名

＜育鵬社＞

（年度）H26年度

（教科）中学校：社会

（件数）①35件・35名 ②０件 ③０件

（三省堂）※12月7日付けで既に報告書を提出済み

（年度）H21年度、H22年度、H26年度

（教科）
・小学校：国語
・中学校：国語、英語

（件数）①０件 ②７件・53名 ③０件
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第３５５回宮城県議会議案に対する意見について 

 

 平成２８年２月宮城県議会に提案される下記の予算議案及び予算外議案に

ついて，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６

２号）第２９条の規定により知事から意見を求められたので，教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２号）

第３条第１項の規定により平成２８年２月８日専決処分し，異議のない旨回

答した。よって同条第２項の規定により報告する。 

 

記 

 

 予算議案 

  ・平成２８年度宮城県一般会計予算 

 予算外議案 

・職員定数条例の一部を改正する条例 

・地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整理に関する条例 

・学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

等に関する条例 

・ライフル射撃場条例の一部を改正する条例 

・文化財保護条例の一部を改正する条例 

・工事請負契約の締結について(宮城県農業高等学校用地造成工事） 

 

 

平成２８年２月１０日提出 

 

 

         宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁     

専決処分報告(１) 
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【予算の概要】

【主な事業】

１　学ぶ力と自立する力の育成

（１）社会を生き抜く「確かな学力」の育成
　①学力向上推進事業（義務教育課・高校教育課）イ　学力向上推進事業（義務教育課・高校教育課） 321,381千円 
　②進学重点校学力向上事業（高校教育課）ロ　進学拠点校等充実普及事業（高校教育課） 5,424千円 
　③宮城県学力・学習状況調査事業（義務教育課）ハ　宮城県学力・学習状況調査事業（義務教育課） 11,590千円 

（２）ＩＣＴ教育環境の整備
　①ＩＣＴ利活用向上事業（教育企画室）イ　ＩＣＴ利活用向上事業（教育企画室） 1,232千円 

ロ　ＩＣＴを活用した特別支援学校スキルアップ事業（教育企画室） 28,800千円 
　②学校運営支援統合システム整備事業（教育企画室）ハ　学校運営支援統合システム整備事業（教育企画室） 60,874千円 

　 　

（３）「志教育」の推進
　①志教育支援事業（義務教育課・高校教育課）イ　志教育支援事業（義務教育課・高校教育課） 20,347千円 
　②みやぎクラフトマン２１事業（高校教育課）ロ　みやぎクラフトマン２１事業（高校教育課） 3,478千円 
　③みやぎ産業教育フェア開催事業（高校教育課）ハ　みやぎ産業教育フェア開催事業（高校教育課） 4,699千円 

２　豊かな人間性や社会性，健やかな体の育成

（１）いじめ・不登校等対策の強化
　①教育相談充実事業（義務教育課・高校教育課）イ　教育相談充実事業（義務教育課・高校教育課） 811,502千円 
　②生徒指導支援事業（義務教育課・高校教育課）ロ　生徒指導支援事業（義務教育課） 515千円 

ハ　いじめ・不登校等対策推進事業（義務教育課） 301,653千円 
ニ　いじめ・不登校等対策強化事業（高校教育課） 94,800千円 

（２）健康な体づくりと体力・運動能力の向上
イ　みやぎの子どもの体力運動能力充実プロジェクト事業

　　（スポーツ健康課） 1,245千円 
　②基本的生活習慣定着促進事業（教育企画室）ロ　運動部活動地域連携促進事業（スポーツ健康課） 25,234千円 

～平成２８年度宮城県一般会計予算（当初予算）の概要～

会 計 区 分
平成２８年度

当初予算額（Ａ）
平成２７年度

当初予算額（Ｂ）
増減

（Ａ－Ｂ）

(単位：千円)

第３５５回宮城県議会（当初提出分）提出予算議案の概要【教育庁関係分】

比較
（Ａ／Ｂ）

一 般 会 計 ① 1,374,360,647 1,425,938,080 51,577,433 96.4%

う ち 教 育 庁 ② 215,224,628 211,463,710 3,760,918 101.8%

構 成 比 （ ② ／ ① ） 15.7% 14.8% － －

 ②のうち人件費
 （教職員給与費等）

179,313,176 177,437,914 1,875,262 101.1%

 ②のうち物件費等
 （事務費等）

20,834,667 19,830,550 1,004,117 105.1%

 ②のうち普通建設事業費
 （県立学校施設整備等）

9,400,105 9,066,032 334,073 103.7%

 ②のうち災害復旧事業費
 （災害復旧等）

5,676,680 5,129,214 547,466 110.7%
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３　障害のある子どもへのきめ細かな教育の推進

一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進
　イ　特別支援教育システム整備事業（特別支援教育室） 1,805千円 
　ロ　共に学ぶ教育推進モデル事業（特別支援教育室） 3,314千円 
　ハ　特別支援学校整備事業（特別支援教育室・施設整備課） 482,320千円 

ニ　ＩＣＴを活用した特別支援学校スキルアップ事業
　 （教育企画室）　※再掲 28,800千円 

４　被災地における安全・安心な学校教育の確保

（１）安全で安心できる学校施設の整備と被災児童生徒等の就学・学習支援
　イ　高等学校建設災害復旧事業（施設整備課） 5,651,613千円 
　ロ　被災児童生徒等就学支援事業
　 　（総務課・義務教育課・特別支援教育室） 2,172,297千円 
　ハ　高等学校等育英奨学資金貸付事業（高校教育課） 985,094千円 
　ニ　東日本大震災みやぎこども育英基金事業（総務課） 231,180千円 
　ホ　放課後子ども教育推進事業(生涯学習課） 75,633千円 

（２）被災児童生徒等の心のケア
　イ　教育相談充実事業（義務教育課・高校教育課）　※再掲 811,502千円 
　ロ　生徒指導支援事業（義務教育課）　※再掲 515千円 
　ハ　心のケア研修事業（教職員課） 1,389千円 

ニ　みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事業（義務教育課） 103,000千円 

（３）防災教育の充実
　イ　防災専門教育推進事業（教育企画室） 20,954千円 

ロ　防災主任・安全担当主幹教諭配置事業（教職員課） 695,792千円 
　ハ　防災教育等推進者研修事業（教職員課） 3,944千円 
　ニ　防災教育推進事業（スポーツ健康課） 8,000千円 
　ホ　東北歴史博物館教育普及事業

　　インタラクティブシアター整備事業（文化財保護課） 4,063千円 

５　信頼され魅力ある教育環境づくり

（１）教員が学び続けるための体系的な研修の推進
イ　教職員ＣＵＰ（キャリア・アップ・プログラム）事業（教職員課） 350,802千円 

（２）県立学校の環境整備
　①校舎等小規模改修事業（施設整備課）イ　校舎改築事業（施設整備課） 5,065,058千円 

ロ　校舎等小規模改修事業（施設整備課） 868,891千円 
　②学校運営支援統合システム整備事業（教育企画室）　※再掲ハ　県立高校将来構想推進事業（高校教育課） 18,644千円 

６　幼児教育の充実と家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環境づくり

（１）「学ぶ土台づくり」の推進
　イ　「学ぶ土台づくり」普及啓発事業（教育企画室） 3,832千円 

（２）地域全体で子どもを育てる体制の整備
　①協働教育推進総合事業（生涯学習課）イ　協働教育推進総合事業（生涯学習課） 73,562千円 

ロ　放課後子ども教室推進事業（生涯学習課）※再掲 75,633千円 

　②放課後子ども教室推進事業（生涯学習課）※再掲ハ　基本的生活習慣定着促進事業（教育企画室） 39,978千円 

（２）地域と連携した学校安全の確保と防災への取組を通じた連携・交流の促進
　①学校安全教育推進事業（スポーツ健康課）イ　学校安全教育推進事業（スポーツ健康課） 6,750千円 

ロ　防災教育推進事業（スポーツ健康課）※再掲 8,000千円 
　②防災教育推進事業事業（スポーツ健康課）※再掲ハ　防災教育等推進者研修事業（教職員課）※再掲 3,944千円 
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７　生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進

（１）生涯にわたる学習活動の推進
　イ　松島自然の家災害復旧事業（生涯学習課） 45,707千円 
　ロ　みやぎ県民大学推進事業（生涯学習課） 3,057千円 
　ハ　協働教育推進総合事業（生涯学習課）※再掲 73,562千円 
　ニ　震災関連資料保存継承・公開事業（生涯学習課） 19,888千円 

（２）地域文化の振興とスポーツ活動の推進
　①指定文化財等災害復旧支援事業（文化財保護課）イ　指定文化財等災害復旧支援事業（文化財保護課） 7,750千円 
　②被災博物館等再興事業（文化財保護課）ロ　被災博物館等再興事業（文化財保護課） 79,318千円 
　③全国高等学校総合文化祭宮城大会開催事業（生涯学習課）ハ　文化財の観光活用による地域交流の促進事業
　④全国中学校体育大会開催事業（スポーツ健康課）　 （文化財保護課） 18,342千円 
　⑤全国高等学校総合体育大会開催事業（スポーツ健康課）ニ　全国高等学校総合文化祭宮城大会開催事業
　⑥広域スポーツセンター事業（スポーツ健康課） 　（全国高校総合文化祭推進室） 88,400千円 
　⑦インターハイ等強化事業（スポーツ健康課）ホ　全国高等学校総合体育大会開催事業

　 （全国高校総体推進室） 32,800千円 
ヘ　インターハイ等強化事業（スポーツ健康課） 25,000千円 
ト　2020年東京オリンピック・パラリンピック強化支援対策事業
　 （スポーツ健康課） 15,000千円 

【債務負担行為】

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

東北歴史博物館特別展展示関連業務委託
（文化財保護課）

平成28年4月
5,000千円

平成30年3月

東北歴史博物館特別展観覧料収入分配金
（文化財保護課）

平成28年4月
46,000千円

平成30年3月

総合運動公園管理設備工事
（スポーツ健康課）

平成28年4月
390,000千円

平成30年3月

美術館空調設備改修工事
（生涯学習課）

平成28年4月
184,000千円

平成30年3月

東北歴史博物館特別展広告業務委託
（文化財保護課）

平成28年4月
1,000千円

平成30年3月

水産高等学校校舎改築工事
（施設整備課）

平成28年4月
2,266,000千円

平成30年3月

気仙沼向洋高等学校災害復旧工事
（施設整備課）

平成28年4月
7,200,000千円

平成30年3月

平成28年4月
15,000千円

平成30年3月

古川支援学校仮設校舎賃借
（義務教育課）

平成28年4月
47,000千円

平成32年3月

農業高等学校実習施設空調設備工事
（施設整備課）

平成28年4月
52,000千円

平成30年3月

名取高等学校校舎解体工事
（施設整備課）

平成28年4月
258,000千円

平成30年3月

視覚支援学校寄宿舎基本・実施設計
（施設整備課）

事 項 名 期 間 限 度 額

平成28年4月
2,236,000千円

平成30年3月

石巻北高等学校校舎改築工事
（施設整備課）
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第３５５回宮城県議会（当初提出分）提出予算外議案の概要（教育庁関係分） 

 

 

 

 議第 18 号議案 

 

 

 

 

 

 議第 19 号議案 

 

 

 

 

 

職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

☆警察職員の定数改定 

・警察法施行令の一部改正（H28.4.1施行予定）等に 

も伴う警察官の減員(▲20人) 

・警察官の階級別定数 

警１１視     126人→ 11126人  （1同） 

警１１部     269人→ 11268人  （1▲1） 

警1部1補   1,099人→ 1,093人  （1▲6） 

巡査部長   1,136人→ 1,130人  （ ▲6） 

巡  査   1,171人→ 1,164人  （ ▲7） 

警察官計   3,801人→ 3,781人 （ ▲20） 

一般職員     532人→     532人  （ 同） 

警察本部   4,333人→ 4,313人 （ ▲20） 

・震災対応緊急増員分▲40，通常分＋20 

☆学校教職員の定数改定 

・学級数の減少に伴う減員(▲35人) 

も職員の定数及び警察官の階級別定数を改定しようとするもの 

もも施行も平成２８年４月１日 

もも所管も人事課 

○主な内容 

１１１警察の職員 ああ４，３３３人→あ４，３１３人（２０人減） 

１２１学校教職員 あ１８，９３６人→１８，９０１人（３５人減） 

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する 

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 
☆地方公務員法の改正（H26.5.14公布，H28.4.1施行）

に伴う条例改正 

☆主な内容1(人事行政の運営等の状況の公表に関する条例) 

・任命権者が知事に報告しなければならない事項について， 

 「職員の人事評価の状況」 

 「職員の退職管理の状況」 

 を追加するもの。また，既存の事項である 

 「職員の勤務成績の評定の状況」 

 を削除するもの。 

☆主な内容2 

・文言の整理：条件附採用→条件付採用 

・引用条項の移動：項ずれ 

※関係条例 

・外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇

等に関する条例 

・公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 

・人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 

・職員の勤務時間、休暇等に関する条例 

・職員の特殊勤務手当に関する条例 

・職員の退職手当に関する条例 

・義務教育諸学校等の教育職員の給与等の特別措置に関

する条例 

・学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例 

地方公務員法の改正に伴い，規定の整理を行おうとするもの 

もも施行も平成２８年４月１日 

もも所管も人事課，職員厚生課，教職員課 

○主な内容 

１１あ任命権者の知事への報告事項の変更 

 ２あ文言の整理及び引用条項の移動 
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 議第 20 号議案 

 

 

 

 

 

 議第 41 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議第 42 号議案 

 

 
 

学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条 

例の整理等に関する条例 ☆学校教育法の改正（H27.6.24公布，H28.4.1施行）に
伴う条例改正 

☆法改正により，新たな学校の種類として「義務教育 
学校」が規定されたことにより，当該文言を追加する 
もの 

※義務教育学校 
・小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う 
・教育課程は前期課程（６年）及び後期課程（３年）に 
 区分 
 
※関係条例 
・職員の勤務時間、休暇等に関する条例 
・犯罪のないみやぎ安全・安心まちづくり条例 
・県立都市公園条例 
・学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例 
・総合運動場条例 
・ライフル射撃場条例 
・美術館条例 
・自然の家条例 
・歴史博物館条例 

学校教育法の改正等に伴い，所要の改正を行おうとするもの 

もも施行も平成２８年４月１日等 

もも所管も人事課，共同参画社会推進課，都市計画課，教職員 

もも所管も課，スポーツ健康課，生涯学習課，文化財保護課 

○主な内容 

１「義務教育学校」の追加 

１ 

ラ イ フ ル 射 撃 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

☆銃砲刀剣類所持等取締法の改正（H26.11.28公布，

H27.4.1施行）に伴う，条例改正 

☆法改正により，年少射撃資格者の下限年齢が14歳から 

10歳に引き下げられたため，エアーライフル射撃場の 

個人使用の利用料金の区分に，小学生を追加するもの 

も銃砲刀剣類所持等取締法の改正に伴い，所要の改正を行おう 

とするもの  

もも施行も平成２８年４月１日 

もも所管もスポーツ健康課 

○主な内容 

１エアーライフル射撃場の個人使用の利用料金の区分に小学生を追加 

文 化 財 保 護 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

☆文化財保護法施行令の改正（H27.12.16公布，H28. 

4.1施行）に伴う，条例改正 

☆主な内容 

・これまで，史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可 

について，県は，町村区域内の史跡名勝天然記念物 

に係る申請のみ権限を有し，当該申請の受理事務に 

ついて，本条例の規定により，町村へ移譲していた 

・政令改正により，県が管理計画を定めることにより， 

 市区域内の史跡名勝天然記念物に係る申請について 

も，県が許可を行えるようになったため，当該申請 

の受理事務についても，市へ移譲するもの 

も文化財保護法施行令の改正に伴い，所要の改正を行おうとす 

るもの  

もも施行も平成２８年４月１日 

もも所管も文化財保護課 

○主な内容 

１移譲事務の追加 
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 議第 95 号議案 

 

 

 

 

 

工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校用地 

造成工事） 
☆ 

☆入 札 日あ平成27年12月24日 

☆予定価格あ1,884,839,760円（税込） 

☆落 札 率あ86.5% 

☆入札者数あ3者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年1月27日 

☆予 算 額あH27予算aa4,006,151千円 

☆入札方式あ債務負担a4,287,000千円 

（H28～H29） 

☆入札方式あ※高等学校建設災害復旧費全体の額 

☆読 み 方 

 ・高舘吉田：たかだてよしだ 

●請 負 金 額あ 1,630,800,000円 

●契約の相手方あ株式会社橋本店 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ名取市高舘吉田地内 

○工事内容あ施工面積あＡ＝10.99ha 

あああああああ造成盛土工あＶ＝142,600㎥ 

あああああああ側溝工あＬ＝3,359ｍ 

あああああああ道路舗装工あＡ＝4,420㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月３１日 
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第１号議案 

 

 

宮城県指定文化財の指定について 

 

 

 別紙文化財について，文化財保護条例(昭和５０年１２月２５日条例第４９号)

第３条第１項の規定により，宮城県指定有形文化財に指定する。 

 

 

 平成２８年２月１０日提出 

 

 

宮城県教育委員会教育長 髙 橋  仁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                

第１号議案 
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別紙 

 

有形文化財（彫刻）の指定 
 

名 称 員数 文化財の所在地 所有者 

木造
もくぞう

菩薩
ぼさつ

立 像
りゅうぞう

 １躯 仙台市太白区 十八夜観世音堂保存会 
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木造菩薩立像 
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右
側
面 

右
側
面 

左
斜
側
面 

右
斜
側
面 

左
側
面 
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別紙 

答 申 書 

 

県指定文化財の指定について 

 

木造菩薩立像  １躯 

 

仙台市太白区長町に所在する十八夜観世音堂の本尊であり、堂内に安置され

ている。  

 菩薩の姿を表した立像で、現在は観音菩薩とされるが、宝冠を失い化仏の存

在を確かめられないこともあり、当初の尊名は不明である。 

カヤから彫り出された一木造の像であり、内刳はない。カヤは８世紀後半か

ら９世紀初めにかけて、畿内の木彫像に意識的に採用された材種だが、現在東

北地方に残る平安時代初期の木彫像の多くはケヤキ材であることから、本像は

畿内の造像作法に基づくものと考えられる。 

球形の髻、腹部が細く腰高のプロポーション、顎と肩を引きゆるやかな S 字

を描く安定した側面観に特徴があり、古い様式を伝えている。足下には切断さ

れた痕跡があり、当初は台座も含めて一木から彫り出されていたと思われる。 

こうした技法と作風から、制作時期は８世紀末から９世紀初頭（奈良時代末

期から平安時代初期）とみることができ、東北地方に残る木彫像としては、現

在確認できる最古のものであり、その価値は極めて高い。 

 

以上のことからこの像は本県にとって貴重であり、宮城県指定有形文化財（彫

刻）に指定することが適当である。 
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１　入学者選抜実施公立高等学校数・学科（コース・部を含む）数

（１）全日制課程・・・計７０校 １３６学科（コースを含む）

　　　県立６６校（うち分校１校），市立４校　

（２）定時制課程・・・計１３校 　２１学科（コース・部を含む）

　　　県立１１校（うち分校２校），市立２校　

（３）全・定併置校・・・計８校

　　　県立　７校（うち分校２校），市立１校　

　　　　　　　　　　　　　　　　　計　７５校１５７学科（コース・部を含む）

２　前期選抜実施公立高等学校数・学科（コース・部を含む）数

（１）全日制課程・・・計７０校 １３６学科（コースを含む）

　　　県立６６校（うち分校１校），市立４校　

（２）定時制課程・・・計１２校 　２１学科（コース・部を含む）

　　　県立１０校（うち分校２校），市立２校　

（３）全・定併置校・・・計８校

　　　県立　７校（うち分校２校），市立１校　

　　　　　　　　　　　　　　　　　計　７５校１５６学科（コース・部を含む）

３　総括

Ｈ２８ Ｈ２７ 増減 Ｈ２８ Ｈ２７ 増減

21,723 21,756 ▲ 33

14,760 14,920 ▲ 160 1,000 1,000 0

4,842 4,828 14 308 308 0

8,346 7,968 378 204 230 ▲ 26

1.72 1.65 0.07 0.66 0.75 ▲ 0.09

37 41 ▲ 4 6 7 ▲ 1

8,309 7,927 382 198 223 ▲ 25

1.72 1.64 0.08 0.64 0.72 ▲ 0.08

Ｈ２８ Ｈ２７ 増減 Ｈ２８ Ｈ２７ 増減

108 149 ▲ 41

80 120 ▲ 40 40 40 0

72 108 ▲ 36 34 34 0

49 85 ▲ 36 14 10 4
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（１）前期選抜《全日制課程》
平成28年度 前期選抜

学 校 名 学 科・コース 募集 募集

定員 人数 男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

 1 白    石 普通科 240 72 44 50 94 1.31 0 0 0 43 50 93 1.29 1.08 1.08 1.13

看護科            ● 40 12 0 15 15 1.25 0 0 0 0 15 15 1.25 1.58 1.58 1.54

 2 蔵    王 普通科 80 24 3 13 16 0.67 0 0 0 3 13 16 0.67 0.58 0.58 0.33

機械科　　　　　　◎ 80 32 72 2 74 2.31 1 0 1 71 2 73 2.28 1.78 1.78 0.81

電気科　　　　　　◎ 40 16 20 1 21 1.31 0 0 0 20 1 21 1.31 1.88 1.88 0.38

 3 白 石 工 工業化学科　　　　◎ 40 16 17 12 29 1.81 0 0 0 17 12 29 1.81 1.13 1.13 0.83

建築科　　　　　　◎ 40 16 26 11 37 2.31 0 0 0 26 11 37 2.31 2.56 2.56 1.29

設備工業科　　　　◎ 40 16 32 3 35 2.19 0 0 0 32 3 35 2.19 1.31 1.31 1.33

 4 村    田 総合学科 120 48 8 20 28 0.58 0 0 0 8 20 28 0.58 0.54 0.54 0.82

 5 柴田農林 食農科学科･動物科学科◎★ 80 32 28 31 59 1.84 0 0 0 28 31 59 1.84 2.28 2.28 1.23

森林環境科･園芸工学科◎★ 80 32 31 17 48 1.50 0 0 0 31 17 48 1.50 1.91 1.84 1.25

       川崎 普通科 40 12 3 12 15 1.25 0 0 0 3 12 15 1.25 0.83 0.75 0.55

流通マネジメント科◎ 80 32 15 48 63 1.97 0 0 0 15 48 63 1.97 1.75 1.75 1.13

 6 大河原商 情報システム科　　◎ 80 32 18 19 37 1.16 0 0 0 18 19 37 1.16 1.44 1.44 1.06

ＯＡ会計科　　　　◎ 40 16 0 23 23 1.44 0 0 0 0 23 23 1.44 1.56 1.56 0.92

 7 柴    田 普通科 120 36 14 7 21 0.58 0 0 0 14 7 21 0.58 0.64 0.64 1.15

体育科            ● 40 28 54 15 69 2.46 0 1 1 54 14 68 2.43 2.14 2.14 1.25

　刈田柴田　地　区　計 1,280 472 385 299 684 1.45 1 1 2 383 298 681 1.44 1.37 1.37 0.97

 8 角    田 普通科 160 48 22 45 67 1.40 0 0 0 22 45 67 1.40 1.52 1.52 0.99

 9 伊    具 総合学科 120 36 9 13 22 0.61 0 0 0 9 13 22 0.61 0.81 0.81 0.92

　伊　具　地　区　計 280 84 31 58 89 1.06 0 0 0 31 58 89 1.06 1.21 1.21 0.96

  南  部  地  区  合  計 1,560 556 416 357 773 1.39 1 1 2 414 356 770 1.38 1.35 1.35 0.97

10 名    取 普通科 240 72 32 69 101 1.40 0 0 0 32 69 101 1.40 1.51 1.50 1.52

家政科            ● 40 16 0 50 50 3.13 0 0 0 0 50 50 3.13 2.19 2.19 2.29

11 名 取 北 普通科 280 84 28 80 108 1.29 0 1 1 28 79 107 1.27 1.08 1.07 1.29

普通科･普通ｺｰｽ　　◎ 40 16 3 3 6 0.38 0 0 0 3 3 6 0.38 0.94 0.94 1.48

普通科･園芸ｺｰｽ　　◎ 40 16 1 1 2 0.13 0 0 0 1 1 2 0.13 0.06 0.06 1.03

12 亘    理 食品化学科　　　　◎ 40 16 6 5 11 0.69 0 0 0 6 5 11 0.69 0.63 0.63 0.93

商業科　　　　　　◎ 40 16 0 4 4 0.25 0 0 0 0 4 4 0.25 0.44 0.44 0.82

家政科　　　　　　◎ 40 16 0 10 10 0.63 0 0 0 0 10 10 0.63 0.63 0.63 1.17

農業科･園芸科　　　◎★ 120 48 62 58 120 2.50 2 0 2 60 58 118 2.46 2.52 2.52 1.46

13 宮 城 農 農業機械科　　　　◎ 40 16 52 0 52 3.25 1 0 1 51 0 51 3.19 2.44 2.44 1.67

食品化学科　　　　◎ 40 16 26 30 56 3.50 0 1 1 26 29 55 3.44 2.50 2.50 1.38

生活科　　　　　　◎ 40 16 10 28 38 2.38 0 0 0 10 28 38 2.38 1.31 1.31 0.75

　亘理名取　地　区　計 1,000 348 220 338 558 1.60 3 2 5 217 336 553 1.59 1.43 1.43 1.34

14 仙 台 一 普通科 320 64 269 180 449 7.02 4 0 4 265 180 445 6.95 5.80 5.78 1.32

15 仙台二華 普通科　　　　　　■ 240 40 6 58 64 1.60 0 0 0 6 58 64 1.60 1.46 1.44 0.77

16 仙台三桜 普通科 280 84 7 127 134 1.60 0 0 0 7 127 134 1.60 1.73 1.70 1.73

17 仙台向山 普通科　　　　　　◎ 160 48 41 79 120 2.50 0 0 0 41 79 120 2.50 2.38 2.38 1.46

理数科　　　　　　◎ 40 16 8 11 19 1.19 2 0 2 6 11 17 1.06 1.00 0.94 2.20

18 仙 台 南 普通科 280 84 55 121 176 2.10 1 1 2 54 120 174 2.07 1.88 1.81 1.29

19 仙 台 西 普通科 280 84 29 87 116 1.38 0 0 0 29 87 116 1.38 1.40 1.39 1.48

20 仙 台 東 普通科 240 72 34 71 105 1.46 0 2 2 34 69 103 1.43 1.26 1.25 1.29

英語科            ● 40 12 2 11 13 1.08 0 1 1 2 10 12 1.00 1.17 1.17 1.36

機械科　　　　　　◎ 80 32 85 1 86 2.69 0 0 0 85 1 86 2.69 2.06 2.06 1.42

電子機械科　　　　◎ 40 16 36 5 41 2.56 1 0 1 35 5 40 2.50 2.81 2.75 2.33

21 宮 城 工 電気科　　　　　　◎ 80 32 69 0 69 2.16 0 0 0 69 0 69 2.16 2.66 2.63 1.46

情報技術科　　　　◎ 40 16 30 9 39 2.44 0 0 0 30 9 39 2.44 3.19 3.06 1.79

化学工業科　　　　◎ 40 16 27 11 38 2.38 0 0 0 27 11 38 2.38 2.25 2.25 1.79

インテリア科　　　◎ 40 16 18 31 49 3.06 0 0 0 18 31 49 3.06 3.56 3.56 1.71

22 仙 台 工※ 建築科　　　　　　◎ 30 12 18 7 25 2.08 0 0 0 18 7 25 2.08 2.11 2.11 1.76

機械科　　　　　　◎ 70 28 32 2 34 1.21 0 0 0 32 2 34 1.21 1.29 1.29 1.82

電気科　　　　　　◎ 70 28 32 1 33 1.18 0 0 0 32 1 33 1.18 1.57 1.57 2.14

土木科　　　　　　◎ 30 12 12 2 14 1.17 0 0 0 12 2 14 1.17 1.56 1.56 1.19

　仙　台　南　地　区　計 2,400 712 810 814 1,624 2.28 8 4 12 802 810 1,612 2.26 2.19 2.16 1.45

　中　部　南　地　区　合　計 3,400 1,060 1,030 1,152 2,182 2.06 11 6 17 1,019 1,146 2,165 2.04 1.94 1.92 1.42

４　各高校の実施状況

前期選抜出願者数 前期選抜欠席者数前期選抜欠席者数 前期選抜受験者数

平成２７年度

前期選抜 後期選抜
出願倍率
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（１）前期選抜《全日制課程》
平成28年度 前期選抜

学 校 名 学 科・コース 募集 募集

定員 人数 男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

４　各高校の実施状況

前期選抜出願者数 前期選抜欠席者数前期選抜欠席者数 前期選抜受験者数

平成２７年度

前期選抜 後期選抜
出願倍率

23 仙 台 二 普通科 320 96 127 122 249 2.59 0 0 0 127 122 249 2.59 2.55 2.55 1.28

24 仙 台 三 普通科 240 72 176 129 305 4.24 1 0 1 175 129 304 4.22 3.67 3.64 1.82

理数科            ● 80 32 52 12 64 2.00 0 1 1 52 11 63 1.97 2.56 2.56 1.67

25 宮 城 一 普通科　　　　　　◎ 200 60 7 152 159 2.65 0 0 0 7 152 159 2.65 2.23 2.23 1.19

理数科　　　　　　◎ 80 32 5 25 30 0.94 0 0 0 5 25 30 0.94 1.25 1.25 2.13

26 宮城広瀬 普通科 280 70 23 64 87 1.24 0 0 0 23 64 87 1.24 1.20 1.20 1.60

27    泉 普通科 240 72 25 90 115 1.60 0 0 0 25 90 115 1.60 1.17 1.17 1.73

英語科            ● 40 16 11 30 41 2.56 0 0 0 11 30 41 2.56 1.44 1.38 1.79

28 泉 松 陵 普通科 280 84 39 60 99 1.18 1 1 2 38 59 97 1.15 1.00 1.00 1.43

29 泉 館 山 普通科 280 84 14 85 99 1.18 0 0 0 14 85 99 1.18 1.00 0.99 1.34

普通科 160 32 14 45 59 1.84 0 1 1 14 44 58 1.81 1.91 1.88 1.31

30 宮 城 野 美術科          　◎ 40 20 7 51 58 2.90 0 1 1 7 50 57 2.85 3.55 3.55 1.85

総合学科          ● 80 24 7 23 30 1.25 0 0 0 7 23 30 1.25 1.29 1.29 1.34

31 仙    台※ 普通科 280 84 52 93 145 1.73 0 1 1 52 92 144 1.71 2.05 2.05 1.61

32 仙 台 商※ 商業科 320 128 97 123 220 1.72 1 0 1 96 123 219 1.71 1.65 1.63 1.73

　仙　台　北　地　区　計 2,920 906 656 1,104 1,760 1.94 3 5 8 653 1,099 1,752 1.93 1.84 1.83 1.53

33 塩    釜 普通科 320 80 21 78 99 1.24 1 0 1 20 78 98 1.23 1.25 1.25 1.51

ビジネス科 80 24 2 15 17 0.71 0 0 0 2 15 17 0.71 1.08 1.08 1.30

34 多 賀 城 普通科 240 72 122 127 249 3.46 0 0 0 122 127 249 3.46 2.90 2.89 1.28

災害科学科        ● 40 16 21 12 33 2.06 0 0 0 21 12 33 2.06 － － －

35 松    島 普通科 120 36 39 45 84 2.33 0 0 0 39 45 84 2.33 3.97 3.94 2.00

観光科　　　　　　● 80 24 19 41 60 2.50 0 0 0 19 41 60 2.50 1.79 1.75 1.46

36 利    府 普通科 200 60 44 58 102 1.70 1 2 3 43 56 99 1.65 1.53 1.50 1.04

スポーツ科学科    ● 80 56 82 26 108 1.93 0 0 0 80 26 106 1.89 2.04 2.02 1.88

　塩　釜　地　区　計 1,160 368 350 402 752 2.04 2 2 4 346 400 746 2.03 2.09 2.08 1.41

普通科　　　　　　◎ 80 24 6 15 21 0.88 0 1 1 6 14 20 0.83 1.19 1.13 0.95

37 黒    川 機械科　　　　　　◎ 80 32 16 1 17 0.53 0 0 0 16 1 17 0.53 1.46 1.46 1.20

電子工学科　　　　◎ 40 16 11 3 14 0.88 0 0 0 11 3 14 0.88 0.92 0.92 0.77

環境技術科　　　　◎ 40 16 4 15 19 1.19 0 0 0 4 15 19 1.19 1.33 1.33 0.96

普通科･人文ｺｰｽ　　◎ 120 48 10 42 52 1.08 0 0 0 10 42 52 1.08 1.27 1.27 1.72

38 富    谷 普通科･国際ｺｰｽ　　◎ 80 32 6 27 33 1.03 0 0 0 6 27 33 1.03 1.13 1.13 1.54

普通科･理数ｺｰｽ　　◎ 80 32 12 15 27 0.84 0 0 0 12 15 27 0.84 1.19 1.19 1.69

　黒　川　地　区　計 520 200 65 118 183 0.92 0 1 1 65 117 182 0.91 1.23 1.22 1.32

　中　部　北　地　区　合　計 4,600 1,474 1,071 1,624 2,695 1.83 5 8 13 1,064 1,616 2,680 1.82 1.83 1.82 1.48

39 古    川 普通科 240 72 100 97 197 2.74 0 0 0 100 97 197 2.74 2.54 2.53 1.19

40 古川黎明 普通科 　　　     ■ 240 40 5 80 85 2.13 0 0 0 5 80 85 2.13 1.58 1.56 0.84

41 岩 出 山 普通科 120 36 20 22 42 1.17 0 0 0 20 22 42 1.17 1.17 1.17 0.55

42 中 新 田 普通科 120 36 27 51 78 2.17 1 0 1 26 51 77 2.14 1.86 1.86 0.88

43 松    山 普通科 40 12 1 5 6 0.50 0 0 0 1 5 6 0.50 0.58 0.58 0.38

家政科            ● 40 16 0 32 32 2.00 0 0 0 0 32 32 2.00 1.13 1.13 0.67

農業科　　　　　　◎ 40 16 8 3 11 0.69 0 0 0 8 3 11 0.69 1.06 1.06 0.75

44 加 美 農 農業機械科　　　　◎ 40 16 11 0 11 0.69 0 0 0 11 0 11 0.69 0.88 0.88 0.46

生活技術科　　　　◎ 40 16 1 13 14 0.88 0 0 0 1 13 14 0.88 1.06 1.06 0.25

土木情報科　　　　◎ 40 16 20 4 24 1.50 0 0 0 20 4 24 1.50 1.00 1.00 1.63

建築科　　　　　　◎ 40 16 16 9 25 1.56 0 0 0 16 9 25 1.56 0.88 0.88 1.15

45 古 川 工 電気電子科　　　　◎ 40 16 9 0 9 0.56 0 0 0 9 0 9 0.56 1.19 1.19 0.96

機械科　　　　　　◎ 80 32 37 0 37 1.16 0 0 0 37 0 37 1.16 1.25 1.25 1.35

化学技術科　　　　◎ 40 16 5 10 15 0.94 0 0 0 5 10 15 0.94 0.88 0.88 1.26

46 鹿島台商 商業科 120 48 36 19 55 1.15 1 0 1 35 19 54 1.13 0.90 0.90 0.51

　大　崎　地　区　計 1,280 404 296 345 641 1.59 2 0 2 294 345 639 1.58 1.42 1.42 0.88

47 涌    谷 普通科 160 48 25 41 66 1.38 0 0 0 25 41 66 1.38 1.17 1.17 0.93

農業技術科･農業科学ｺｰｽ◎ 40 16 14 17 31 1.94 0 0 0 14 17 31 1.94 1.44 1.44 1.46

48 小牛田農林 農業技術科･農業土木ｺｰｽ◎ 40 16 20 3 23 1.44 0 0 0 20 3 23 1.44 1.25 1.25 1.38

総合学科 120 48 34 84 118 2.46 0 0 0 34 84 118 2.46 2.38 2.35 1.29

49 南    郷 普通科 40 12 3 7 10 0.83 0 0 0 3 7 10 0.83 0.42 0.42 0.43

産業技術科 40 16 5 4 9 0.56 0 0 0 5 4 9 0.56 0.69 0.69 0.69

　遠　田　地　区　計 440 156 101 156 257 1.65 0 0 0 101 156 257 1.65 1.47 1.46 1.01
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（１）前期選抜《全日制課程》
平成28年度 前期選抜

学 校 名 学 科・コース 募集 募集

定員 人数 男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

４　各高校の実施状況

前期選抜出願者数 前期選抜欠席者数前期選抜欠席者数 前期選抜受験者数

平成２７年度

前期選抜 後期選抜
出願倍率

50 佐    沼 普通科 240 72 61 117 178 2.47 0 0 0 61 117 178 2.47 2.04 2.04 0.95

51 登    米 普通科 120 36 29 59 88 2.44 0 0 0 29 59 88 2.44 1.64 1.64 0.77

農業科　　　　　　◎ 40 16 10 4 14 0.88 0 0 0 10 4 14 0.88 0.94 0.94 1.24

機械科　　　　　　◎ 40 16 16 0 16 1.00 0 0 0 16 0 16 1.00 1.44 1.44 0.96

52 登米総合産業 電気科　　　　　　◎ 40 16 12 1 13 0.81 0 0 0 12 1 13 0.81 1.06 1.06 0.88

情報技術科　　　　◎ 40 16 9 9 18 1.13 0 0 0 9 9 18 1.13 1.13 1.13 1.46

商業科　　　　　　◎ 40 16 7 13 20 1.25 0 0 0 7 13 20 1.25 1.06 1.06 0.42

福祉科　　　　　　◎ 40 16 4 16 20 1.25 0 0 0 4 16 20 1.25 1.38 1.38 0.88

　登　米　地　区　計 600 204 148 219 367 1.80 0 0 0 148 219 367 1.80 1.56 1.56 0.92

53 築    館 普通科 160 48 47 62 109 2.27 0 0 0 47 62 109 2.27 1.44 1.44 0.96

54 岩 ケ 崎 普通科･文系教養ｺｰｽ◎ 80 32 11 15 26 0.81 0 0 0 11 15 26 0.81 0.78 0.78 0.60

　 普通科･理系教養ｺｰｽ◎ 40 16 4 3 7 0.44 0 0 0 4 3 7 0.44 1.13 1.13 0.38

55 迫　　桜 総合学科 200 80 45 59 104 1.30 0 0 0 45 59 104 1.30 1.23 1.23 0.86

56 一 迫 商 流通経済科　　　　◎ 40 16 7 7 14 0.88 0 0 0 7 7 14 0.88 1.00 1.00 0.63

情報処理科　　　　◎ 40 16 9 6 15 0.94 0 0 0 9 6 15 0.94 0.31 0.31 0.63

　栗　原　地　区　計 560 208 123 152 275 1.32 0 0 0 123 152 275 1.32 1.12 1.12 0.77

　北　部　地　区　合　計 2,880 972 668 872 1,540 1.58 2 0 2 666 872 1,538 1.58 1.39 1.39 0.89

57 石    巻 普通科 240 72 101 91 192 2.67 0 0 0 101 91 192 2.67 2.58 2.58 1.02

58 石巻好文館 普通科 200 60 11 58 69 1.15 0 0 0 11 58 69 1.15 1.70 1.70 1.16

59 石 巻 西 普通科 200 60 13 56 69 1.15 0 0 0 13 56 69 1.15 1.17 1.17 1.24

60 石 巻 北 総合学科 200 80 19 47 66 0.83 0 0 0 19 47 66 0.83 1.19 1.19 1.55

61 宮城水産 海洋総合科 160 64 59 23 82 1.28 0 0 0 59 23 82 1.28 1.09 1.09 0.62

機械科　　　　　　◎ 80 32 77 2 79 2.47 0 0 0 77 2 79 2.47 1.78 1.78 0.85

電気情報科　　　　◎ 40 16 28 0 28 1.75 0 0 0 28 0 28 1.75 2.13 2.13 0.83

62 石 巻 工 化学技術科　　　　◎ 40 16 15 3 18 1.13 0 0 0 15 3 18 1.13 1.38 1.38 1.33

土木システム科　　◎ 40 16 45 0 45 2.81 0 0 0 45 0 45 2.81 1.75 1.75 0.96

建築科　　　　　　◎ 40 16 28 9 37 2.31 0 0 0 28 9 37 2.31 2.25 2.25 1.08

63 石 巻 商 総合ビジネス科 200 80 56 60 116 1.45 0 0 0 56 60 116 1.45 1.26 1.26 0.89

64 桜    坂※ 普通科･学励探求ｺｰｽ◎ 120 48 ＊ 54 54 1.13 ＊ 0 0 ＊ 54 54 1.13 1.69 1.69 0.71

普通科･ｷｬﾘｱ探求ｺｰｽ◎ 80 32 ＊ 53 53 1.66 ＊ 0 0 ＊ 53 53 1.66 2.41 2.41 0.98

　石　巻　地　区　計 1,640 592 452 456 908 1.53 0 0 0 452 456 908 1.53 1.62 1.62 1.04

65 気 仙 沼 普通科 240 72 53 59 112 1.56 0 0 0 53 59 112 1.56 1.33 1.33 1.09

66 気仙沼西 普通科 80 24 3 24 27 1.13 0 0 0 3 24 27 1.13 0.75 0.75 0.82

67 志 津 川 普通科　　　　　　☆ 80 4 2 1 3 0.75 0 0 0 2 1 3 0.75 0.50 0.50 0.03

情報ビジネス科　　☆ 40 4 2 0 2 0.50 0 0 0 2 0 2 0.50 0.00 0.00 0.16

68 本 吉 響 総合学科 120 36 9 23 32 0.89 0 0 0 9 23 32 0.89 0.61 0.58 0.83

情報海洋科　　　　◎ 40 16 16 1 17 1.06 0 0 0 16 1 17 1.06 0.81 0.81 0.68

69 気仙沼向洋 産業経済科　　　　◎ 40 16 12 16 28 1.75 0 0 0 12 16 28 1.75 1.75 1.75 0.96

機械技術科　　　　◎ 40 16 27 0 27 1.69 0 0 0 27 0 27 1.69 1.44 1.44 0.79

　本　吉　地　区　計 680 188 124 124 248 1.32 0 0 0 124 124 248 1.32 1.01 1.01 0.83

　東  部  地  区  合　計 2,320 780 576 580 1,156 1.48 0 0 0 576 580 1,156 1.48 1.48 1.48 0.97

　全　日　制　合　計 14,760 4,842 3,761 4,585 8,346 1.72 19 15 34 3,739 4,570 8,309 1.72 1.65 1.64 1.22

◎は後期選抜において，出願学科以外のいずれか１つを第２志望とできる学科(柴田農林においては川崎校を除く)，●は後期選抜において，普通科を第２志望に
できる学科，
★は一括募集，☆は連携型入試を実施する学科，※は市立高等学校を示す。■は併設中学校からの入学を含む。
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（２）前期選抜《定時制課程》

平成28年度 前期選抜

学 校 名 学 科・コース 募集 募集

定員 人数 男 女 計 出願倍率 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願倍率 受験倍率

 1 白石七ケ宿 普通科 / 昼 40 12 5 4 9 0.75 0 0 0 5 4 9 0.75 0.42 0.42 0.14

 2 大河原商 普通科 / 夜 40 8 0 1 1 0.13 0 0 0 0 1 1 0.13 0.00 0.00 0.25

 3 宮城二工 電子機械科 / 夜　◎ 40 16 7 0 7 0.44 1 0 1 6 0 6 0.38 0.38 0.25 0.16

電気科 / 夜　　　◎ 40 16 1 0 1 0.06 0 0 0 1 0 1 0.06 0.13 0.13 0.03

 4 名    取 普通科 / 夜 40 12 2 0 2 0.17 0 0 0 2 0 2 0.17 0.33 0.33 0.25

 5 貞    山 普通科 / 昼 120 36 23 19 42 1.17 1 0 1 22 19 41 1.14 1.31 1.31 0.76

普通科 / 夜 40 12 5 2 7 0.58 0 0 0 5 2 7 0.58 0.42 0.33 0.19

 6 古 川 工 機械科 / 夜　　　◎ 40 12 2 0 2 0.17 0 0 0 2 0 2 0.17 0.17 0.17 0.16

電気科 / 夜　　　◎ 40 12 1 0 1 0.08 0 0 0 1 0 1 0.08 0.25 0.25 0.05

 7 田尻さくら 普通科 / Ⅰ部（午前） 80 24 11 7 18 0.75 0 0 0 11 7 18 0.75 1.04 1.04 0.54

普通科 / Ⅱ部（午後夕間） 40 12 0 2 2 0.17 0 0 0 0 2 2 0.17 0.08 0.08 0.21

 8 佐    沼 普通科 / 夜 40 12 2 2 4 0.33 2 0 2 0 2 2 0.17 0.08 0.08 0.26

普通科 / Ⅰ部（午前）◎ 40 12 12 9 21 1.75 1 0 1 11 9 20 1.67 1.92 1.92 0.71

 9 東 松 島 普通科 / Ⅱ部（午後）◎ 40 12 6 5 11 0.92 0 0 0 6 5 11 0.92 1.00 1.00 1.21

普通科 / Ⅲ部（夜間）◎ 40 12 0 1 1 0.08 0 0 0 0 1 1 0.08 0.17 0.17 0.32

10 石巻北飯野川 普通科 / 昼 40 12 2 1 3 0.25 0 0 0 2 1 3 0.25 0.42 0.42 0.31

11 気仙沼 普通科 / 夜 40 8 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0.00 0.13 0.13 0.15

12 仙台大志※ 普通科 / Ⅰ部（午前午後）◎ 90 27 28 30 58 2.15 1 0 1 27 30 57 2.11 2.19 2.07 1.03

普通科 / Ⅱ部（午後夜間）◎ 30 9 4 4 8 0.89 0 0 0 4 4 8 0.89 1.22 1.11 0.71

13 仙 台 工※ 建築土木科 / 夜　◎ 40 16 3 0 3 0.19 0 0 0 3 0 3 0.19 0.44 0.44 0.29

機械科 / 夜　　　◎ 40 16 3 0 3 0.19 0 0 0 3 0 3 0.19 0.56 0.56 0.26

　定　時　制　合　計 1,000 308 117 87 204 0.66 6 0 6 111 87 198 0.64 0.75 0.72 0.41

（３）社会人特別選抜

学 校 名 学 科・コース

男 女 計 男 女 計 男 女 計 受験倍率

12 仙台大志※ 普通科 / Ⅰ部（午前午後） 0 1 1 0 0 0 0 1 1

普通科 / Ⅱ部（午後夜間） 1 0 1 0 0 0 1 0 1

（４）連携型選抜

平成28年度

学 校 名 学 科・コース 募集

定員 男 女 計 男 女 計 男 女 計 受験倍率 出願者数 受験者数

67 志 津 川 普通科 80 72 29 20 49 0 1 1 29 19 48 0.67 85 85

情報ビジネス科 40 34 9 5 14 0 0 0 9 5 14 0.41 10 10

　連　携　型　選　抜　合　計 120 106 38 25 63 0 1 1 38 24 62 0.58 95 95

後期選抜
出願倍率

前期選抜受験者数

４　各高校の実施状況

前期選抜出願者数 前期選抜欠席者数
平成２７年度

前期選抜

　◎は後期選抜において，出願学科以外のいずれか１つを第２志望とできる学科，※は市立高等学校を示す。

定員

社会人特別選抜
出願者数

社会人特別選抜
欠席者数

社会人特別選抜
受験者数

若干名

若干名

連携型
選抜の
入学者の

割合

連携型選抜出願者数 連携型選抜欠席者数 連携型選抜受験者数 平成２７年度
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１　前期選抜における地区別の出願倍率及び受験倍率　（全日制）

２　前期選抜における学科別の出願倍率及び受験倍率　（全日制）

課長報告（１）補助資料

定時制課程 0.66 0.64 0.72 -0.08 0.08

全日制合計 1.72 1.72 1.64 0.08 1.05

災害科学 2.06 2.06 － － －

福　　祉 1.25 1.25 1.38 -0.13 －

総　　合 1.14 1.14 1.17 -0.03 0.60

美　　術 2.90 2.85 3.55 -0.70 0.96

理　　数 1.41 1.38 1.71 -0.33 1.00

看　　護 1.25 1.25 1.58 -0.33 1.81

家　　庭 1.92 1.92 1.31 0.61 0.92

英　　語 1.93 1.89 1.29 0.60 1.09

体　　育 2.11 2.07 2.06 0.01 1.42

水　　産 1.32 1.32 1.16 0.16 0.51

商　　業 1.43 1.42 1.31 0.11 0.93

工　　業 1.71 1.70 1.72 -0.02 0.89

農　　業 1.73 1.71 1.67 0.04 0.45

普　　通 1.85 1.84 1.74 0.10 1.22

学科
H28 H27 受験倍率

増減

H24

出願倍率 受験倍率 受験倍率 推薦入試

定時制課程 0.66 0.64 0.72 -0.08 0.08

全日制合計 1.72 1.72 1.64 0.08 1.05

東部 1.48 1.48 1.48 0.00 0.85

北部 1.58 1.58 1.39 0.19 0.73

中部北 1.83 1.82 1.82 0.00 1.31

中部南 2.06 2.04 1.92 0.12 1.32

南部 1.39 1.38 1.35 0.03 0.69

地区
H28 H27 受験倍率

増減

H24

出願倍率 受験倍率 受験倍率 推薦入試
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３　学校・学科別の前期選抜の受験倍率等　(全日制)

前期選抜の受験倍率

（H28） （H27）

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

４　平成２８年度に学科改編を行う学校・学科の前期選抜の受験倍率

５　平成２７年度に学科改編を行った学校・学科の前期選抜の受験倍率

６　平成２６年度に学科改編を行った学校・学科の前期選抜の受験倍率

７　今後の入試日程

（１）前期選抜 合格発表 2月12日(金)　午後４時

（２）後期選抜 出願期間 2月23日(火)～2月26日(金) 午前11時

学力検査 3月 9日(水)

合格発表 3月16日(水) 午後３時

（３）第二次募集 出願期間 3月17日(木)～3月18日(金) 午後３時

学力検査等 3月23日(水)

合格発表 3月23日(水)または3月24日(木)

出願倍率 受験倍率 受験倍率 受験倍率

松島 観光科 2.50 2.50 1.75 1.83

合計 1.05 1.05 1.17 -0.12

学校名 学科名
H28 H27 H26

商業科 1.25 1.25 1.06 0.19

福祉科 1.25 1.25 1.38 -0.13

電気科 0.81 0.81 1.06 -0.25

情報技術科 1.13 1.13 1.13 0.00

-0.06

機械科 1.00 1.00 1.44 -0.44

H27 受験倍率
増減出願倍率 受験倍率 受験倍率

登米
総合産業

農業科 0.88 0.88 0.94

多賀城 災害科学科 2.06 2.06

学校名 学科名
H28

2.58古川 普通科 2.74

学校名 学科名
出願
倍率

受験倍率

2.74 石巻 普通科

2.75

石巻工 土木システム科 2.81 2.81 宮城工 電気科 2.63

宮城野 美術科 2.90 2.85 宮城工 電子機械科

3.06

宮城工 インテリア科 3.06 3.06 多賀城 普通科 2.89

名取 家政科 3.13 3.13 宮城工 情報技術科

3.56

宮城農 農業機械科 3.25 3.19 宮城野 美術科 3.55

宮城農 食品化学科 3.50 3.44 宮城工 インテリア科

3.94

多賀城 普通科 3.46 3.46 仙台三 普通科 3.64

仙台三 普通科 4.24 4.22 松島 普通科

学校名 学科名 受験倍率

仙台一 普通科 7.02 6.95 仙台一 普通科 5.78

学校名 学科名
出願
倍率

受験倍率
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みやぎ防災教育副読本「未来への絆」について 
 

 

１ 目 的 
  東日本大震災の厳しい教訓を踏まえ，「みやぎ学校安全基本指針」の内容を教材化

し，すべての児童生徒等が災害に対応する力と心を身に付け，防災意識の内面化を図

ることができるように「みやぎ防災教育副読本」を作成する。 

 

 

２ ７つの基本テーマ 
この副読本は，「みやぎ学校安全基本指針」に掲げる力と心を身につけさせるととも

に，心のケアや人間としての在り方生き方を考えることができるよう，以下の７つの

基本テーマにより構成されている。 

（１） ３．１１を忘れない 

（２） 災害について知る 

（３） 自分の身は自分で守る 

（４） 助け合い・共に生きる 

（５） 公の支援と備え 

（６） 心のケア 

（７） 生き方を考える 

 

 

３ 特徴 

この副読本は，様々な観点から幼児・児童・生徒の内面化を図ることができるよう

「学ぶ教材，考える教材，感じる教材」により構成されている。 

（１） 学 ぶ 教 材：地震や災害等に関する知識等 

（２） 考える教材：場面に応じた地震等発生時の初期対応及びその後の避難行動等 

（３） 感じる教材：心のケア，共助・命の尊さ等 

 

 

４ 作成年次計画 

・平成２５年度 小学校中学年用（３・４年生）     

・平成２６年度 小学校低学年用（１・２年生） 作成済み・活用開始 

高学年用（５・６年生） 

・平成２７年度 幼稚園用，中学校用，高等学校用 作成 

 

 

５ その他 

（１） 副読本は学校・園据置とする。（副読本は１学年の人数分を配布） 

（２） 副読本に沿った指導略案，ワークシート，活用の手引き等を作成し，活用を促

す。（スポーツ健康課ＨＰに電子データを掲載） 

（３） みやぎ防災教育推進協力校において，副読本を活用した授業実践及び地域連携

を進め，みやぎモデルの構築を推進する。 

課長報告（２） 
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Ⅰ　調査の概要

１　調査の目的

２　調査の方法

３　調査の範囲・対象

　

４　調査の時期

５　調査事項

６　その他
　この結果概要は概数値であることから後日，文部科学省から公表される確定値と異なる場合がある。

　また，平成２３年度学校保健統計調査は，東日本大震災の影響により宮城県では調査中止となったた
め，一部数値のない箇所がある。

　（２）児童，生徒及び幼児の健康状態（栄養状態，脊柱・胸郭の疾病・異常の有無，視力，聴力，
　　　眼の疾病・異常の有無，耳鼻咽頭疾患・皮膚疾患の有無，歯・口腔の疾病・異常の有無，
　　　結核の有無，心臓の疾病・異常の有無，尿，寄生虫卵の有無，その他の疾病・異常の有無
　　　及び結核に関する検診の結果）

平成２７年度学校保健統計調査（速報）の概要について

　この概要（速報）は，平成２７年度に文部科学省が実施した学校保健統計調査（基幹統計：統計法第
２条）の結果に基づき，本県の児童，生徒及び幼児の体格並びに疾病等についてまとめたものである。

　この調査は，児童，生徒及び幼児の発育並びに健康状態を明らかにすることを目的とする。

　（１）学校保健安全法に基づき実施された健康診断の結果について，学校を抽出し調査した。

　（２）調査系統は，次のとおりである。

　（１）児童，生徒及び幼児の発育状態（身長，体重及び座高）

2,463 人 

2,555 人 

13,721 人 
うち発育状態調査

対象者数

（１）調査の範囲は，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校及び幼稚園のうち，文部科学大臣が
　　あらかじめ指定する学校とする。

257,621 人 

(全児童・生徒・幼児
に対する割合)

(7.0%)

(36.8%) (22.0%)

5,404 人 4,519 人 

　　学校保健安全法による健康診断の時期（平成２７年４月から６月）

※　中等教育学校とは，中学校・高等学校を区分せずに一つの学校として，６年間一体的に教育を行う学校機関である。
　　この調査では，前期課程（３年）が中学校，後期課程（３年）が高等学校へ分類される。

17,127 人 

(5.3%)

うち健康状態調査
対象者数

(全児童・生徒・幼児
に対する割合)

70,993 人 

(27.6%)(26.6%)

28,524 人 22,787 人 

215 校 

６０校

(23.8%)

11,632 人 

調査実施校の長

中学校

262 校 978 校 404 校 

幼稚園

(4.5%)

区　　　　分

64,320 人 

(4.0%)

学校総数

1,335 人 

３５校

(11.5%)

知 事

１６４校

高等学校

97 校 

※　学校総数，児童，生徒，幼児（５歳在園児のみ）総数は，平成２７年度学校基本調査（速報）による。

小学校

４０校

（２）調査の対象は，満５歳から１７歳（平成２７年４月１日現在）までの児童，生徒及び幼児の一
　　部である。

２９校

児童・生徒・幼児総数

文部科学大臣

うち対象学校数

119,806 人 

計

61,863 人 

課長報告（３） 
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Ⅱ　調査結果の概要

 １　発育状態調査

（１）　発育状態（身長，体重，座高）

　①　身　長

　②　体　重

　③　座　高

【年齢別身長・体重・座高の平均値及び全国順位】 全国１位に網掛け

幼稚園 ５歳 110.7 110.4 9 26 110.2 109.4 4 3 19.3 18.9 2 6 19.3 18.5 1 3 62.2 61.8 5 25 62.2 61.3 1 1

１年生 ６歳 116.7 116.5 9 6 115.8 115.5 12 9 21.3 21.3 25 4 21.0 20.8 15 8 64.8 64.8 22 10 64.5 64.4 12 9

２年生 ７歳 123.1 122.5 3 12 121.7 121.5 14 24 24.9 23.9 2 4 23.6 23.4 15 9 68.1 67.6 2 6 67.2 67.2 16 14

３年生 ８歳 128.4 128.1 13 1 127.7 127.3 10 13 27.6 26.9 10 2 27.0 26.4 7 5 70.6 70.2 4 1 70.0 69.9 17 17

４年生 ９歳 134.0 133.5 7 13 134.3 133.4 5 27 31.3 30.4 7 8 30.9 29.7 3 10 72.8 72.6 8 10 73.1 72.7 6 25

５年生 10歳 139.4 138.9 10 3 140.3 140.1 14 5 35.0 34.0 6 3 34.5 33.9 12 2 75.1 74.9 12 2 76.0 75.8 12 6

６年生 11歳 145.7 145.2 7 10 147.6 146.7 4 10 40.4 38.2 2 6 40.6 38.8 2 9 78.0 77.7 8 13 79.7 79.2 4 11

１年生 12歳 154.1 152.6 3 16 152.3 151.8 5 24 46.2 43.9 2 6 45.0 43.6 2 7 82.3 81.4 3 11 82.7 82.1 5 26

２年生 13歳 160.6 159.8 7 3 155.5 154.9 4 17 50.1 48.8 5 3 48.9 47.3 2 6 85.8 85.1 4 3 84.6 83.9 1 7

３年生 14歳 165.8 165.1 6 11 156.8 156.5 8 13 55.3 53.9 6 5 50.5 49.9 9 3 88.6 88.2 9 6 85.3 84.9 4 8

１年生 15歳 168.7 168.3 12 23 156.9 157.1 26 15 60.5 59.0 9 4 52.4 51.5 9 5 90.8 90.4 8 4 85.7 85.5 9 4

２年生 16歳 170.3 169.8 12 13 157.6 157.6 13 18 61.4 60.6 13 10 52.9 52.6 17 7 92.0 91.4 3 7 86.1 85.7 1 2

３年生 17歳 170.6 170.7 28 13 158.1 157.9 13 8 64.0 62.5 6 3 52.7 53.0 29 4 92.5 92.1 4 12 86.2 85.9 7 4

注）  年齢は平成27年度4月1日現在の満年齢。以下同じ。

  女子の高等学校３年生を除き，全国平均値と同値か，全国平均値を上回ってい
る。
  全国順位をみると女子の幼稚園児が全国１位となっている。

  男子の高等学校３年生,女子の高等学校１年生を除き，全国平均値と同値か，全
国平均値を上回っている。
　全国順位をみると，男子の小学校２年生，中学校１年生が全国３位となってい
る。

　　平成２７年度の小学校，中学校，高等学校，中等教育学校及び幼稚園の男子・
　女子の宮城県平均値及び全国平均値は下表のとおりである。

　男女とも全学年で，全国平均値と同値か，全国平均値を上回っている。
　全国順位をみると，女子の幼稚園児，中学校２年生，高等学校２年生が全国１位
となっている。

今
年
度

女子

座　高 (cm)

順位

宮城 全国
今
年
度

宮城 全国

順位

今
年
度

小学校

順位

前
年
度

今
年
度

中学校

高等学校

男子

区分

宮城 全国
前
年
度

全国

順位

今
年
度

女子 男子 女子

宮城 全国

順位 順位

前
年
度

男子

身  長 (cm)

宮城
前
年
度

前
年
度

前
年
度

体  重 (kg)

今
年
度

宮城 全国
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○男子 全国１位に網掛け （％）

幼稚園
５歳 0

小学校
１年生　 ６歳 8
２　　　   ７歳 1
３　　　　 ８歳 8
４　　　   ９歳 6
５　　　　10歳 3
６　　　  11歳 2
中学校
１年生　12歳 2
２　　　　13歳 12
３　　　　14歳 3
高等学校
１年生　15歳 3
２　　　　16歳 3
３　　　　17歳 7

○女子 全国１位に網掛け （％）

幼稚園
５歳 7

小学校
１年生　 ６歳 25
２　　　   ７歳 10
３　　　　 ８歳 0
４　　　   ９歳 11
５　　　　10歳 14
６　　　  11歳 10
中学校
１年生　12歳 7
２　　　　13歳 12
３　　　　14歳 9
高等学校
１年生　15歳 1
２　　　　16歳 25
３　　　　17歳 28

順位 宮城県値 全国値 順位
区　　　分

平成２７年度と平成２６年度の差平成２７年度 平成２６年度

宮城県値 全国値 差 順位 宮城県値 全国値 差

3.75 2 △ 2.73 △ 0.60

4 4

5.36 3.74 1.62 10 8.09 4.34

4.72 2.55 2.17 △ 0.18 △ 0.214.54 2.34 2.20

3.32 4 △ 0.16 △ 0.218.61 5.24 3.37 3 8.77 5.45
4.91 2 △ 4.13 △ 0.878.35 6.70 1.65 10 12.48 7.57
3.29 7 △ 1.16 0.0411.02 8.93 2.09 13 12.18 8.89
4.52 6 △ 2.57 0.0511.67 9.77 1.90 9 14.24 9.72

↘13.96 9.87 4.09 5 13.99 10.72

4.45 3 1.88 △ 0.4116.61 9.87 6.74 1 14.73 10.28

10.78 7.94 2.84 7 10.22 8.16
△ 0.57 ↘9.45 8.37 1.08 15 13.40 8.94

-

↘
↗
↘
↘

↗

5.20 2 △ 1.65 △ 0.47 ↘
0.46 24 △ 1.34 △ 0.95 ↘
6.65 3 △ 2.48 △ 0.08 ↘

4.46 3 △ 3.95

9.28 9.21 0.07 27 10.62 10.16
15.59 11.34 4.25 6 18.07 11.42

区　　　分
平成２７年度 平成２６年度 平成２７年度と平成２６年度の差

宮城県値 全国値 差 順位

14.24 10.22 4.02 9 15.89 10.69

宮城県値 全国値

△ 0.45 ↗7.36 2.24 5.12 1 3.92 2.69 1.23 8 3.44

6.37 5.00 1.37 15 9.34 5.41 3.93
4.19 3.93 0.26 28 7.27 4.15 3.12

8.06 6.99 1.07 16 10.75

5 △ 2.97 △ 0.41 ↘
10.39 6.31 4.08 2 10.71 6.24

7.36 3.39 5 △ 2.69 △ 0.37 ↘
4.47 2 △ 0.32

11.73 7.92 3.81 6 9.73
8.67 7.42 1.25 15 16.10

11.13 7.69 3.44 4 9.15
10.70 8.36 2.34 14 11.47

7.89 1.26 16 1.98 △ 0.20 ↗
3.50 7 △ 0.77 0.39 ↘7.97

9.90 7.82 2.08 11 10.91

8.36 7.14 1.22 17 10.50

8.35 2.56 10 △ 1.01 △ 0.53 ↘

2.82 8 △ 2.14 △ 0.54 ↘7.68

3 △ 4.44 0.04 ↘
6.40 7.75 △ 1.35 42 9.20
6.77 7.48 △ 0.71 28 11.21 7.44

（２）　肥満傾向児の出現率

　　①　平成２７年度本県と全国値との比較

　　・肥満傾向児の出現率は，高等学校２・３年生の女子を除いて全国値より高くなっている。

　　・男子の小学校６年生，女子の幼稚園５歳児が全国１位となっている。

　　②　本県の２６年度と平成２７年度の比較

　　・男子では，小学校６年生，中学校３年生を除き肥満傾向の割合が減少している。

　　・女子では，幼稚園５歳児，小学校６年生，中学校２年生を除き肥満傾向の割合が減少して
　　　いる。

注）　肥満傾向児とは，性別・年齢別・身長別標準体重から肥満度を求め，肥満度が２０％以上の者をいう。
注）　肥満度＝（実測体重－身長別標準体重）／身長別標準体重×１００（％）

8.25 0.95 14 △ 2.80 △ 0.50 ↘
3.77

↗
7.70 1

0.07 -

△ 7.43 △ 0.98 ↘8.40

△ 0.22 ↘3 △ 3.08

順位宮城県値 全国値 差 順位

↘

2.06 4 0.56 △ 0.22 ↘

3.27 3 △ 0.03 △ 0.85

8.56 1.17 16 2.00 △ 0.64
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２　健康状態調査（疾病・異常の有無）

　　【主な疾病・異常等】 ２％以上に網掛け

高等学校

宮城県値 33.2 57.2 Ｘ

全国値 31.0 54.1 63.8

差 2.2 3.2 -

宮城県値 6.0 4.2 3.2

全国値 5.5 3.6 2.0

差 0.5 0.6 1.2

宮城県値 1.1 10.2 8.2 9.4

全国値 3.6 11.9 10.6 7.3

差 △ 2.5 △ 1.7 △ 2.4 2.1

宮城県値 4.5 0.5 0.1 0.6

全国値 1.3 1.2 0.6 0.4

差 3.2 △ 0.7 △ 0.5 0.2

宮城県値 48.6 58.1 49.0 61.0

全国値 36.2 50.8 40.5 52.5

差 12.4 7.3 8.5 8.5

宮城県値 0.2 0.6 2.9 2.4

全国値 0.8 0.8 2.9 3.0

差 △ 0.6 △ 0.2 △ 0.0 △ 0.6

宮城県値 - 2.9 1.6 1.3

全国値 - 2.4 3.2 3.3

差 - 0.6 △ 1.6 △ 2.0

宮城県値 3.8 5.4 4.8 2.8

全国値 2.5 3.5 2.7 2.1

差 1.3 1.9 2.1 0.8

宮城県値 1.4 6.0 4.7 2.2

全国値 2.1 4.0 3.0 1.9

差 △ 0.7 2.1 1.7 0.3

注）　1 「－」は調査を実施していないもの，係数を入手していないもの及び該当がないもの。

2 「0.0」は単位未満のもの。

5　数値は小数以下第２位を四捨五入しているため，差の値が合わない場合がある。

○　むし歯（う歯），アトピー性皮膚炎は，全校とも全国値より高くなっている。

3 「Ｘ］は疾病・異常被患率等の標準誤差が５％以上，受検者数が100人（５歳は50人）未満
   または，回答校が１校以下のため統計数値を公表しないもの。

５％以上に網掛け　（％）

区分

ぜん息

アトピー性皮膚炎

心電図異常

蛋白検出の者

むし歯（う歯）

口腔咽喉頭疾患・異常

鼻・副鼻腔疾患

耳疾患

裸眼視力１.０未満の者

4　心電図異常についての調査は,小学校１年生,中学校１年生及び高等学校１年生のみ，
　 寄生虫卵保有者数の調査は幼稚園，小学校１年生から３年生までを実施している。

Ｘ

幼稚園 小学校

26.8

-

△ 0.2

2.2

2.0

中学校
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（１） 課題

     ・ 「はやね・はやおき・あさごはん推奨運動」により，食習慣を含め，児童生徒が規則正
　　　　しい生活を送れるよう支援する。

　　 ・「運動習慣」の確立のため，児童生徒が「運動が好き」になるような各種取組を進める。

     ・ 家庭においては，児童生徒の「規則正しい生活」及び「食事の充実」に心がけるととも
        に，「休日の親子遊び」を促進する。

     ・ 健康保健調査票や体力カード等により，学校と家庭が健康状態についての情報交換を行
        うなど連携を深める。

　　 ・ 学校・地域保健連携推進事業において，教育事務所単位で地域の専門家医等の有識者を
　　　　含めた学校保健支援チームを設置し，健康課題の改善に向けた取組を行う。

　　 ・「体力運動能力向上に係る取組」をした学校の割合が全国の割合よりも低い。

　　 ・「生活習慣改善に係る取組」をした学校の割合が全国の割合よりも低い。

（２） 取組の方向性

　 ②　学校と家庭が連携を深め，「正しい生活習慣」の確立を図る。

   ①　学校において，「正しい生活習慣」と「運動習慣」の確立，「食育の推進」に取
　　 り組む。

     ・ 学校の教育活動全体を通じて，子どもたちが自分の身体に関心を持ち，食事・睡眠・運
　　　　動の大切さを理解するよう指導する。

　 ③　歯・口腔の健康づくりに向けた取組が今後とも必要である。

　　 ・ むし歯（う歯）の被患率が，小学校を除き昨年度より減少傾向がみられるが，全ての校
        種で全国値より高くなっている。

Ⅲ　課題と取組

   ①　小学生の時期に運動習慣を身に付けさせ，食育を推進する取組が求められる。

     ・ 全体的に，前年度より体重の減少がみられるものの，肥満傾向の出現率が，女子の高等
        学校２・３年生を除き全国値より高い。

　　 ・ 男子の小学校６年生，女子の幼稚園児が全国１位である。

　 ②　学校の組織的な取組がより一層望まれる。
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みやぎ総文２０１７・南東北インターハイ開催５００日前ＰＲイベントについて 

 

 

１ 目  的  平成２９年に本県で開催される第４１回全国高等学校総合文化祭

（みやぎ総文２０１７）及び平成２９年度全国高等学校総合体育大会

（南東北インターハイ）の開催及びその概要について，広く県民に周

知を図り，本大会会場に足を運んでもらえるよう広報活動を行う。 

２ 主  催  ・第４１回全国高等学校総合文化祭宮城県実行委員会 

        ・平成２９年度全国高等学校総合体育大会宮城県実行委員会 

３ 開 催 日  平成２８年３月１９日(土) 午前９時から(予定)  

４ 会  場  「イオンモール名取」店舗１階イベントスペース 

                 （名取市杜せきのした５丁目３番地の１） 

５ 内  容   

（１） 中･高校生の芸術文化･スポーツ活動発表（11:00～15:00 予定） 

発表団体 内 容（ＰＲ） 

 
仙台西高等学校合唱部 

みやぎ総文 2017 の大会イメージ 
ソング初公開となるメモリアル 
ステージです。 

古川黎明中学校・高等学校 
吟詠剣詩舞愛好会 

漢詩や和歌を歌う吟詠(ぎんえい)に
合わせて勇壮に舞う，日本の伝統 
文化を紹介します。 

 
大河原商業高等学校吹奏楽団 

どの世代の方にも楽しんでもらえる
よう選曲を工夫しています。息の 
合った演奏をお楽しみください。 

 
塩釜高等学校少林寺拳法部 

少林寺拳法が開催される塩竈市。 
開催会場をＰＲすべく塩釜高校の 
見事な演武を披露します。 

 

（２） 主催生徒委員によるＰＲ活動（9:00～16:00 予定） 

 

 

 

 

（３） 高校生制作芸術作品等の展示（9:00～21:00 予定） 

 

イ みやぎ総文 2017 マスコットキャラクター むすび丸も参加して 
大会ＰＲチラシ，ポケットティッシュ等を配布し両大会をＰＲ。 

ロ お客様に，短冊に夢や願い事を書いてもらうブースを設置。 

イ 県内高校生が制作した優秀な芸術作品を展示。 
ロ 全国高校総合文化祭，全国高校総合体育大会について紹介する 

パネルを展示。 

 

課長報告（４） 
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『特別史跡多賀城跡附寺跡整備基本計画』の策定について 

 

１ 計画策定の背景と目的 

◯ 多賀城跡は陸奥国府が置かれた古代東北地方の政治的・軍事的中心であり，宮城県

はもとより我が国においても特に重要な歴史遺産である。宮城県教育委員会では，そ

の価値を認め，史跡の内容を明らかにするため，昭和 44 年から発掘調査を継続して

おり，その成果に基づいて翌年から史跡の整備を実施し，県民・国民が多賀城の歴史

的意義を理解し，親しむことができる空間を創出することをめざしている。 

 

◯ 特別史跡の管理団体である多賀城市は，平成 23 年度に保存管理計画を改訂した。

整備事業に関しては，それまでの県教育委員会の方針に沿い，多賀城跡の中軸部にあ

たる政庁跡から南門跡に至る地区を優先することとし，さらには多賀城市が南門の実

物大復元等を実施することをあげている。 

 

◯ 多賀城は平成 36 年に創建 1300 年を迎える。本計画は，これを機会として，新たな

保存管理計画を踏まえ，多賀城跡全体を見据えた整備目標・基本方針・構想を再構築

するとともに，古代多賀城の威容と広大さを正に実感できる場となりうる，中軸部を

最優先して総合的に整備する計画を策定するものである。 

 

 

２ 計画策定の経緯 

◯ 平成 25 年度に計画策定に向けた調査及び資料の収集を開始し，平成 26 年度から

策定作業を行ってきた。 

 

◯ 策定作業にあたっては，多賀城市教育委員会および市関係部局と綿密な協議・調

整を行っている。多賀城市は文化庁長官から指定された管理団体であり，また本計

画では南門復元等の整備事業を分担することとなるため，これにより市の了承のも

と共通の方針と計画に基づいて整備事業を進めることができることとなる。 

 

◯ 計画の内容については，考古・古代史・植物・建築史・庭園史等の有識者からな

る「多賀城跡調査研究委員会」の指導・助言をいただき，最終案について承認を得

ている。 

 

◯ 最終案に対して「パブリック・コメント」を実施した。個人５件・団体１件から

意見の提出があり，県民が誇りと愛着を持ち親しむことができる地域資産，あるい

はそれを活かした観光資源となる整備活用を進めてほしい，といった趣旨に基づく

ご意見が寄せられた。 

課長報告（５） 
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ー
専
門
部

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
習
志
野
市
立
習
志
野
高
等
学
校
 
砂
金
伸
先
生

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
輝
く
運
動
部
活
動
を
求
め
て

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
部
内
専
門
委
員
会
の
立
ち
上
げ
と
そ
の
取
り
組
み
－
」

 

 
 
 
 

 
 
分
 
科
 
会
 
 
第
１
分
科
会
 
〈
競
技
力
向
上
〉

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
鳥
取
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
等
学
校
 
安
井
博
志
先
生

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け
る
一
貫
指
導
と
環
境
整
備
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
人
口
最
小
県
に
お
け
る
選
手
強
化
の
取
り
組
み
－
」
 
他
３
県

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
第
２
分
科
会
 
〈
健
康
と
安
全
〉

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮
城
県
仙
台
西
高
等
学
校
 
畑
山
浩
志
先
生

 

「
震
災
に
立
ち
向
か
っ
た
宮
城
の
部
活
動
」
 
 
 
 
 
 

 
他
３
県

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
第
３
分
科
会
 
〈
部
活
動
の
活
性
化
〉

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
学
校
法
人
北
陸
学
園
 
北
陸
高
等
学
校
 
中
村
浩
人
先
生

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
ユ
ニ
セ
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
弓
道
大
会
と
い
う
試
み
」
 
 
 
 
他
３
県

 

＜
１
５
日
＞
 
分
科
会
報
告
 
 
（
第
１
分
科
会
か
ら
第
３
分
科
会
の
報
告
）

 

講
 
 
 
演
 
 
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
 
所
長
 
川
島
隆
太
氏

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
脳
と
こ
こ
ろ
，
身
体
を
鍛
え
る

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
基
本
的
生
活
習
慣
を
疎
か
に
す
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
－
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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３
 

○
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
専
門
高
校
生
地
域
定
着
促
進
事
業
」
の
成
果
発
表
会
を
開
催

 

 
  
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
駆
使
し
，
地
元
企
業
や
近
隣
小
中
学
校
と
の
連
携
を

 

図
り
，
地
域
や
学
校
の
魅
力
及
び
発
信
力
の
向
上
を
目
指
す
取
組
を
行
っ
て
き
た
４
校
（
石
巻

 

工
業
高
校
，
登
米
総
合
産
業
高
校
，
迫
桜
高
校
，
伊
具
高
校
）
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
開
催
し
た
。

 

 【
概

 
要
】
 

 
 
開
催
日

 
平
成
２
８
年
１
月
２
２
日
（
金
）

 

 
 
場
 
所
 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
ビ
ル
，
県
庁
１
階
県
民
ロ
ビ
ー

 

 
 
内
 
容
 
高
校
生
自
ら
が
地
域
と
共
に
取
り
組
ん
だ
様
子
や
，
新
た
に
開
発
し
た
製
品
等
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ

 

機
器
を
用
い
て
発
表

 

 

 

 
石
巻
工
業
高
校

 
登
米
総
合
産
業
高
校

 
迫
桜
高
校

 
伊
具
高
校

 

企
業
連
携

 
地
元
で
土
木
業
を
営
む
株
式
会
社
丸

本
組
と
連
携
し
，
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
を

活
用
し
て
，
作
業
現
場
で
日
常
的
に
目

に
す
る
「
バ
リ
ケ
ー
ド
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
向
上
さ
せ
地
域
住
民
に
好
印
象
を

与
え
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
作
成
に
挑
戦

 

生
徒
実
習
先
施
設
お
よ
び
上
沼
小

学
校
と
連
携
し
，タ

ブ
レ
ッ
ト

P
C

を
活
用
し
た
高
齢
者
と
小
学
生
の

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
交
換
や

W
E

B

会
議
に
よ
る
交
流
を
実
施

 

地
元
の
ケ
ー
キ
シ
ョ
ッ
プ
「
め
い
ぷ

る
」
と
連
携
し
，
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C

を
活

用
し

た
農

商
連

携
の

商
品

企

画
を

通
じ

て
顧

客
価

値
を

実
現

す

る
基

本
的

な
考

え
方

と
プ

ロ
セ

ス

を
学
ぶ

 

地
元
の
飲
食
店
「
ま
ん
ま
亭
楽
」
と

連
携
し
，
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C

を
活
用

し
た
農
商
連
携
の
商
品
企
画
を
通
じ

て
顧
客
価
値
を
実
現
す
る
基
本
的
な

考
え
方
と
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

 

小
中
学
校
連
携

 
生
徒
が
講
師
と
な
り
，

タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
を
使
い
標
高
，
津
波
に
よ
る
浸
水

実
績
お
よ
び
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を
確

認
し
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

 

   

生
徒
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
コ
ン
セ

プ
ト
，
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

考
え
，
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の

方
法
を
考
え
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
に
よ
る
撮
影
・
編
集
に
挑
み
，

新
学
科
や
新
校
舎
を
紹
介
す
る
学

校
紹
介
ビ
デ
オ
を
作
成
し
，
小
学

生
に
対
し
学
校
の
魅
力
を
発
信

 

生
徒

が
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

コ
ン

セ

プ
ト
，
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考

え
，
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
方
法

を
考
え
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
に

よ
る
撮
影
・
編
集
に
挑
み
，
系
列
科

目
や

部
活

動
を

紹
介

す
る

学
校

紹

介
ビ
デ
オ
を
作
成
し
，
中
学
生
に
対

し
学
校
の
魅
力
を
発
信

 

生
徒
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
コ
ン
セ
プ

ト
，
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
え
，

効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
方
法
を
考

え
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C

に
よ
る

撮
影
・
編
集
に
挑
み
，
系
列
科
目
や

部
活
動
を
紹
介
す
る
学
校
紹
介
ビ
デ

オ
を
作
成
し
，
外
部
に
対
し
学
校
の

魅
力
を
発
信

 

 

（
担
当
：
教
育
企
画
室
）
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４
 

         

○
平
成
２
７
年
度

 
み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
事
業

 
成
果
報
告
会
を
開
催

 

 み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
事
業
の
成
果
及
び
実
施
上
の
課
題
を
共
有
し
，
企
業
と
学
校
と
の
一
層
の
連
携

に
よ
る
人
材
育
成
，
さ
ら
に
は
「
地
域
の
人
材
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
体
制
整
備
を
図
る
た
め
に
，
実
践

校
に
よ
る
成
果
報
告
会
を
開
催
し
た
。

 

 【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
１
月
２
０
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

 

場
 
所
 
東
北
歴
史
博
物
館
 
講
堂

 

出
席
者
 
１
２
６
名
（
内
 
生
徒
４
４
名
）

 

内
 
容
 
実
践
校
報
告
（
生
徒
発
表
１
２
校
，
教
員
発
表
２
校
）

 

 
 
 
 
・
村
田
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
 
 
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
事
業
か
ら
み
や
ぎ
産
業
教
育
フ
ェ
ア
へ

 

 
 
 
 
・
仙
台
城
南
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
情
報
デ
ザ
イ
ン
実
習
に
係
る
授
業
支
援
に
つ
い
て

 

 
 
 
 
・
登
米
総
合
産
業
高
校
（
生
徒
）

 
組
込
み
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て

 

 
 
 
 
・
岩
ヶ
崎
高
校
鶯
沢
校
舎
（
生
徒
）
溶
接
技
術
大
会
に
向
け
た
技
術
講
習
に
つ
い
て

 

 
 
 
 
・
白
石
工
業
高
校
（
教
員
）

 
 
 
授
業
支
援
で
生
徒
が
何
を
学
べ
た
の
か

 

 
 
 
 
・
迫
桜
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
 
 
高
大
連
携
授
業
に
つ
い
て

 

 
 
 
 
・
気
仙
沼
向
洋
高
校
（
生
徒
）
 
 
私
た
ち
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
サ
ー
ク
ル

 

 
 
 
 
・
黒
川
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
 
 
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
に
つ
い
て

 

 
 
 
 
・
伊
具
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
 
 
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
２
１
事
業
の
実
践

 

 
 
 
 
・
仙
台
工
業
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
高
度
熟
練
技
能
者
に
よ
る
も
の
づ
く
り
指
導

 

 
 
 
 
・
第
二
工
業
高
校
（
教
員
）

 
 
 
も
の
コ
ン
の
指
導
に
向
け
た
教
員
研
修

 

 
 
 
 
・
石
巻
工
業
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
企
業
及
び
小
学
校
と
の
連
携
を
通
し
て

 

 
 
 
 
・
古
川
工
業
高
校
（
生
徒
）

 
 
 
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
析

 

 
 
 
 
・
県
工
業
高
校
（
生
徒
）
 
 
 
 
第
６
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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５
 

 

〇
「
防
災
教
育
を
中
心
と
し
た
学
校
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
～
未
来
へ
つ
な
ぐ
防
災
教
育
プ
レ
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
を
開
催

 

 
 
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
，
各
学
校
園
に
お
け
る
防
災
教
育
副
読
本
等
を
活
用
し
た

 

防
災
教
育
の
充
実
と
地
域
と
連
携
し
た
防
災
管
理
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
，
生
活
安

 

全
教
育
や
交
通
安
全
教
育
の
重
要
性
も
認
識
し
，
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
教

 

職
員
研
修
等
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
，
「
防
災
教
育
を
中
心
と
し
た
学
校
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

 

を
開
催
し
た
。
 

【
概

 
要
】
 

 
期

 
 
日
 
平
成
２
８
年
１
月
２
２
日
（
金
）
 

 
場

 
 
所
 
岩
沼
市
民
会
館
 

 
主

 
 
催
 
宮
城
県
教
育
委
員
会
 

 
 
 
 
 
 
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
防
災
教
育
国
際
協
働
セ
ン
タ
ー
 

 
主
な
内
容
 
 

【
午
前
の
部
：
未
来
を
ひ
ら
く
地
域
に
根
差
し
た
安
全
教
育
】
 

 
 
〇
特
別
講
演
１
 
 

「
地
域
に
根
差
し
た
教
育
～
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
へ
の
試
み
～
」
 

 
 
早
稲
田
大
学
留
学
セ
ン
タ
ー
・
教
授
，

N
P

O
法
人
エ
コ
プ
ラ
ス
・
代
表
理
事
 
高
野
 
孝
子
氏
 

 
 
〇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

 
 
 
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
地
域
と
学
校
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
」

 
 

 
【
午
後
の
部
：
未
来
へ
つ
な
ぐ
防
災
教
育
】
 

 
 
〇
特
別
講
演
２
 

「
ア
チ
ェ
に
お
け
る
津
波
ア
ー
カ
イ
ブ
と
教
育
へ
の
活
用
」
  

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ア
チ
ェ
津
波
博
物
館
・
館
長

 ト
ミ
ー
・
ム
リ
ア
・
ハ
ッ
サ
ン
氏
 

〇
防
災
教
育
推
進
協
力
校
実
践
発
表
 

・
地
域
連
携
の
組
織
体
制
整
備
に
よ
る
防
災
教
育
実
践
事
例
（
石
巻
市
立
広
渕
小
学
校
）
  

・
防
災
教
育
副
読
本
を
活
用
し
た
効
果
的
な
防
災
教
育
実
践
事
例
（
名
取
市
立
ゆ
り
が
丘
小
学
校
）
  

 
 
〇
講
演
 

「
SP
S(
ｾｰ
ﾌﾃ
ｨﾌ
ﾟﾛ
ﾓｰ
ｼｮ
ﾝｽ
ｸｰ
ﾙ)
認
証
に
よ
る
学
校
安
全
の
充
実
」
  

大
阪
教
育
大
学
・
教
授
，
学
校
危
機
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
 
藤
田
 大

輔
氏
 

 
参
加
者
数
 
教
職
員
（
防
災
担
当
主
幹
教
諭
，
防
災
主
任
，
養
護
教
諭
等
）
等
 
約
４
０
０
名
 

 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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       ６
 

○
「
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

 

子
ど
も
の
基
本
的
生
活
習
慣
確
立
に
向
け
て
，
ル
ル
ブ
ル
（
し
っ
か
り
寝
ル
・
き
ち
ん
と
食
べ
ル
・
よ
く

 

遊
ブ
で
健
や
か
に
伸
び
ル
）
の
大
切
さ
を
広
く
県
民
に
発
信
す
る
た
め
に
，
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル
フ
ォ
ー

 

ラ
ム
を
開
催
し
た
。

 

【
概
 
要
】

 

 
期
 
日
 
平
成
２
８
年
１
月
２
４
日
（
日
）

 

 
会
 
場
 
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
・
本
館
会
議
棟

 

内
 
容
 
平
成
２
７
年
度
み
や
ぎ
っ
子
ル
ル
ブ
ル
推
進
優
良
活
動
団
体
表
彰
（
１
７
団
体
）

 

平
成
２
７
年
度
小
学
生
ル
ル
ブ
ル
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
（
入
賞
１
８
名
）

 

 
 
 
 
 
基
調
講
演
：「

脳
科
学
か
ら
見
た
ル
ル
ブ
ル
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
所
長
・
川
島
隆
太
教
授
 

 

 
 
 
 

 
特
別
対
談
：「

Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ

ル
ル
ブ
ル
！
～
親
子
で
豊
か
な
体
験
を
～
」

 

川
島
隆
太
教
授

 
×
 
千
葉
真
子
さ
ん

 

 
 
 
参
加
者
 
約
２
２
０
名

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
教
育
企
画
室
）

 

       ７
 

〇
平
成
２
７
年
度
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
合
同
表
彰
式
を
開
催

 

県
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
，
県
内
の
競
技
水
準
の
向
上
と
，
ス
ポ
ー
ツ

 

に
関
す
る
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
，
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
個

 

人
・
団
体
に
対
し
，
表
彰
を
行
っ
た
。

 

【
概
 
要
】
 

開
催
日
 
平
成
２
８
年
２
月
６
日
（
土
）
 

場
 
所
 
県
庁
２
階
 
講
堂
 

受
賞
者
 
特
別
功
績
賞
 
 
７
個
人
１
団
体
 

（
川
村
優
理
（
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
）
 
ほ
か
）
 

功
績
賞
 
 
 
５
３
個
人
１
１
団
体
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
仙
台
高
専
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
グ
ビ
ー
部
 
ほ
か
）
 

 
 
 
 
 
 
特
別
賞
 
 
 
 
１
個
人
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
藤
岡
菜
穂
子
）
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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８
 

    

〇
仙
台
高
専
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
グ
ビ
ー
部
が
全
国
大
会
で
３
連
覇
達
成

 

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
第
４
６
回
全
国
高
等
専
門
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
３
年

 

連
続
１
３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
仙
台
高
等
専
門
学
校
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
グ
ビ
ー
部
の
選
手

 

及
び
関
係
者
が
そ
の
報
告
の
た
め
，
１
月
２
６
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 【
大
会
概
要
】
 

 
 
 
 
大
会
名
 
第
４
６
回
全
国
高
等
専
門
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

 
 
 
 
日
 
程
 
平
成
２
８
年
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
１
月
９
日
（
土
）
ま
で
 

 
 
 
 
場
 
所
 
神
戸
総
合
運
動
公
園
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
 

 

 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 
 

        

９
 

○
「
教
育
レ
ガ
シ
ー
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
ｉ
ｎ
宮
城
」
を
開
催

 

 
 
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
，
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
勇
気
や
希
望
を
与
 

え
，
震
災
時
の
支
援
へ
の
感
謝
を
発
信
す
る
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
，
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ス
リ
ー
ト
，

 

そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
，
震
災
復
興
に
果
た
す
役
割
を
考

 

え
る
た
め
，
教
育
レ
ガ
シ
ー
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
ｉ
ｎ
宮
城
を
開
催
し
た
。

 

 
 
【
概
 
要
】
 

 
 
期
 
日
 
平
成
２
８
年
１
月
３
１
日
（
日
）

 

 
 
会
 
場
 
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

 
交
流
ホ
ー
ル

 

 
 
主
 
催
 
筑
波
大
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

 
 
共
 
催
 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
の
た
め
の
宮
城
県
実
行
委
員
会

 

内
 
容
 
宮
城
県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
実
践
事
例
報
告
 

 

加
美
町
立
中
新
田
小
学
校

 

利
府
町
立
利
府
中
学
校

 

学
校
法
人
明
和
学
園
い
ず
み
高
等
支
援
学
校

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
ア
ス
リ
ー
ト
が
震
災
復
興
に
果
た
す
役
割
」

 

オ
リ
ン
ピ
ア
ン

 
高
橋
千
恵
美
（
陸
上
競
技
）

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
 
庄
子
健
（
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ラ
グ
ビ
ー
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
震
災
復
興
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

 

 
 
 
 
参
加
者
 
約
１
０
０
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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１
０

 

〇
「
伊
達
な
献
立
コ
ン
ク
ー
ル
知
事
賞
表
彰
式
お
よ
び
会
食
会
」
を
開
催

 

 
「
全
国
学
校
給
食
週
間
」（

1
月
２
４
日
か
ら

1
月
３
０
日
）
に
あ
わ
せ
，
宮
城
県
産
の
地
場
産
物
を

 

取
り
入
れ
，
学
校
に
お
け
る
食
育
の
た
め
の
生
き
た
教
材
と
し
て
，
学
校
給
食
に
活
用
で
き
る
献
立
を

 

創
作
す
る
「
第
３
回
宮
城
県
学
校
給
食
『
伊
達
な
献
立
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
，
最
優
秀
の
知
事
賞
を
受

 

賞
し
た
学
校
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
，
会
食
を
と
お
し
て
受
賞
者
を
祝
福
し
た
。
 

【
概

 
要
】
 

 
期

 
 
日
 
平
成
２
８
年
１
月
２
８
日
（
金
）
 

 
場

 
 
所
 
県
庁
２
階
食
堂
 
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
け
や
き
 

 
主

 
 
催
 
宮
城
県
教
育
委
員
会
 

 
 
 
 
 
 
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
学
校
給
食
会
 

 
内
 
 
容
 
 

 
 
〇
知
事
賞
表
彰
 
 

岩
沼
市
立
岩
沼
北
中
学
校

 
校
 
 
長
 
樋
口
英
明
 
氏
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
校
栄
養
職
員
 
戸
羽
美
希
 
氏
 

 
 
〇
写
真
撮
影

 

 
 
〇
会
食
 

参
加
者
数
 
受
賞
校
校
長
・
学
校
栄
養
職
員
，
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
，
主
催
者
 
計
１
０
名
 

同
時
開
催
 
（
１
）「

伊
達
な
学
校
給
食
フ
ェ
ア
」
 

「
第
３
回
宮
城
県
学
校
給
食
『
伊
達
な
献
立
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
入
賞
し
た
 

７
つ
の
学
校
給
食
の
献
立
を
日
替
わ
り
で
提
供
し
た
。
 

期
 
間
：
平
成
２
８
年
１
月
２
５
日
（
月
）
か
ら
２
月
２
日
（
火
）
ま
で
（
土
日
を
除
く
）
 

場
 
所
：
県
庁
２
階
食
堂
「
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
け
や
き
」
 

内
 
容
：
日
替
わ
り
で
一
日
限
定
５
０
食
，
１
食
５
５
０
円

 

 
 
 
 
 
 
（
２
）
パ
ネ
ル
展
示
 

期
 
間
：
平
成
２
８
年

1
月
２
６
日
（
火
）
か
ら
２
月
２
日
（
火
）
ま
で
（
土
日
を
除
く
）
 

場
 
所
：
県
庁

1
階
ロ
ビ
ー
 

展
示
内
容
：「

第
３
回
宮
城
県
学
校
給
食
『
伊
達
な
献
立
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
入
賞
し
た
 

７
献
立
の
パ
ネ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：「

平
成
２
７
年
度
食
育
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
（
県
内
小
中
学
生
対
象
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

 

表
彰
式

 

伊
達
な
学
校
給
食
フ
ェ
ア

 

パ
ネ
ル
展
示
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            １
１

 

       

○
台
湾
訪
日
教
育
旅
行
で
日
台
高
校
生
学
校
交
流
を
実
施

 

 

異
文
化
交
流
を
通
し
て
国
際
的
な
視
野
を
養
う
と
と
も
に
，
改
め
て
日
本
文
化
の
よ
さ
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
，
県
経
済
商
工
観
光
部
観
光
課
が
誘
致
を
進
め
て
い
る
台
湾
訪
日
教
育
旅
行
に
お
い
て
，

台
湾
の
高
校
生
（
高
級
中
學
生
）
が
県
内
の
高
等
学
校
を
訪
れ
，
学
校
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
１
月
２
６
日
に

は
，
国
立
台
南
第
一
高
級
中
學
の
生
徒
が
宮
城
第
一
高
等
学
校
を
訪
れ
，
授
業
交
流
等
に
お
い
て
互
い
に
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
た
。

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

【
概

 
要
】

 

■
宮
城
第
一
高
等
学
校
と
国
立
台
南
第
一
高
級
中
學
の
交
流

 

期
 
日
 
 
平
成
２
８
年
１
月
２
６
日
（
火
）

 

場
 
所
 
 
宮
城
第
一
高
等
学
校

 

内
 
容
 
 
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
（
各
校
代
表
挨
拶
，
学
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
記
念
品
交
換
等
）
 

・
授
業
交
流
（
１
・
２
年
生
英
語
）

 

・
部
活
動
見
学

 

※
 
当
日
の
午
前
中
は
，
松
島
高
等
学
校
観
光
科
の
生
徒
が
，
松
島
の
観
光
名
所
を
英
語
で
案
内
し
た
。

 

 

 
（
今
年
度
の
他
の
交
流
実
績
）

 

 
 
■
仙
台
第
二
高
等
学
校
と
国
立
宜
蘭
高
級
中
學
の
交
流

 

 
 
 

 
期
 
日
 
 
平
成
２
７
年
１
２
月
７
日
（
月
）

 

 
 
 

 
場
 
所
 
 
仙
台
第
二
高
等
学
校

 

 
 
 

 
内
 
容
 
 
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
，
授
業
交
流
（
１
年
生
英
語
・
音
楽
）

 

  
 
■
松
島
高
等
学
校
と
新
北
市
立
淡
水
高
級
商
工
職
業
學
校
の
交
流

 

 
 
 

 
期
 
日
 
 
平
成
２
７
年
１
２
月
１
７
日
（
木
）

 

 
 
 

 
場
 
所
 
 
松
島
観
光
地
各
所

 

 
 
 

 
内
 
容
 
 
観
光
科
２
年
生
に
よ
る
観
光
案
内
（
英
語
に
よ
る
）

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

 

 



資料配付（２）

平成２８年度県立中学校の入学者選抜結果について

１ 仙台二華中学校の入学者選抜結果について

【定員 １０５名】

男 女 計 倍 率

出 願 者 数 ２２０ ２６６ ４８６ ４．６３倍

受 検 者 数 ２１７ ２６６ ４８３ ４．６０倍

合 格 者 数 ５７(５０) ４８(５５) １０５ ―

※ 括弧内は昨年の数値

２ 古川黎明中学校の入学者選抜結果について

【定員 １０５名】

男 女 計 倍 率

出 願 者 数 ８８ １５１ ２３９ ２．２８倍

受 検 者 数 ８７ １５０ ２３７ ２．２６倍

合 格 者 数 ３２(４４) ７３(６１) １０５ ―

※ 括弧内は昨年の数値

３ 所管事務所等別の合格者数について

仙台二華中学校 古川黎明中学校

仙台市教育委員会 ７３名 ０名

大河原教育事務所 ４名 ０名

仙台教育事務所 １５名 ４名

北部教育事務所 ２名 ８９名

北部教育事務所栗原地域事務所 ０名 ５名

東部教育事務所登米地域事務所 ０名 ２名

東部教育事務所 ２名 ２名

南三陸教育事務所 ０名 １名

国立 ４名 ０名

私立 ５名 １名

県外 ０名 １名

合 計 １０５名 １０５名

-10-



H27.3月末 H27.9月末 H27.10月末 H27.11月末 H27.12月末 H28.１月末 前年同月
増減

(当月－前年同
月）

98.9% 44.0% 67.6% 84.1% 91.0% 93.8% 94.1% -0.3%

99.3% 46.9% 69.7% 85.3% 92.2% 94.6% 95.2% -0.6%

98.3% 40.3% 64.8% 82.4% 89.4% 92.7% 92.5% 0.2%

97.5% － 73.4% － － － － －

内訳

卒業者 19,917 19,839 19,827 19,808 19,790 19,779 19,945 -166

進学希望者 14,900 14,628 14,689 14,761 14,790 14,767 14,946 -179

臨時的仕事希望者 243 52 82 91 111 149 161 -12

進路未定者 44 107 98 90 65 57 83 -26

就職希望者 4,730 5,052 4,958 4,866 4,824 4,806 4,755 51

県内 3,845 4,247 4,103 3,986 3,942 3,919 3,885 34

県外 885 805 855 880 882 887 870 17

職安・学校紹介 4,098 4,198 4,224 4,227 4,227 4,221 4,136 85

縁故・自営 265 167 178 192 193 204 235 -31

公務員 367 687 556 447 404 381 384 -3

就職内定者 4,677 2,223 3,350 4,091 4,389 4,509 4,473 36

県内 3,798 1,712 2,629 3,281 3,538 3,641 3,625 16

県外 879 511 721 810 851 868 848 20

職安・学校紹介 4,066 2,176 3,216 3,710 3,932 4,014 3,928 86

縁故・自営 245 46 82 116 136 166 189 -23

公務員 366 1 52 265 321 329 356 -27

就職未内定者 53 2,829 1,608 775 435 297 282 15

71 4,153 1,074 695 330 177 167 10

【概況】　※（　）内は前年同月
① 就職内定率 ：            ９３．８％（94.1%）

② 進路希望の割合状況： 進　学  　 ７４．７％（74.9%）　 就職　　２４．３％（23.8%）

② 割合状況 ： 臨時的仕事   ０．８％（ 0.8%）　 未定　　　０．３％（ 0.4%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内   　８１．５％（81.7%） 県外　　１８．５％（18.3%）

④ 県内外の内定率　　　： 県　内　   ９２．９％（93.3%)　 県外　　９７．９％（97.5%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　   ８０．７％（81.0%）　 県外　　１９．３％（19.0%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧

平成２８年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況（１月末現在）について

全国平均

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成27年度 90.2% 94.7% 98.2% 96.5% 95.0% 92.2% 86.7% 95.8%

平成26年度 91.4% 97.1% 97.8% 93.3% 95.6% 91.3% 95.7% 95.5%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成27年度 92.4% 98.1% 90.9% 91.3% 96.6% 93.3% 96.7% 96.5% 93.8% 97.4%
平成26年度 92.4% 95.0% 90.3% 94.1% 96.5% 94.8% 98.3% 98.0% 96.0% 95.8%

宮城労働局発表　県内求人倍率（12月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

２２年３月卒 ２３年３月卒 ２４年３月卒 ２５年３月卒 ２６年３月卒 ２７年3月卒 ２８年3月卒
県内求人数 3,656 3,736 4,738 6,722 7,685 9,185 9,575
県内求職者数 3,799 3,683 3,042 3,532 3,549 3,424 3,454
求人倍率 0.96 1.01 1.56 1.90 2.17 2.68 2.77

資料配付（３）
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